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は じ め に

人尾市は、大阪府のほぼ中央部に位置し、生駒山地西麓から大阪平野の東部

にかけての範囲に市域を有しております。古くは、河内湖、河内潟に面し、旧大

和川をはじめとする多くの河川によつて、肥沃な平野が形成されてきました。

ここには旧石器時代から連綿と遺跡が形成されており、全国的にも有数な遺

跡の宝庫と呼べる地域であります。

本書には、当教育委員会が平成12年度に市内の個人住宅建設をはじめ、民間

の各種事業の工事等に伴つて実施した遺構確認調査の成果を収めております。

今後、市内の貴重な埋蔵文化財が、市民の方々をはじめ、多くの人々に親 し

まれるよう、保存・活用されていくことが、重要な課題となるでしょう。本書が、

その役割の一助となれば幸いです。

最後になりましたが、今回の調査に際し、深いご理解とご協力を賜りました

関係各位に感謝いたします。

平成 13年 3月

人尾市教育委員会
教育長  森 卓



口

1.本書は、人尾市教育委員会が平成12年度に国庫補助事業 (市内遺跡)と して、

人尾市内で実施した遺構確認調査の報告書である。

2.調査にあたつては、人尾市教育委員会社会教育部文化財課 米田敏幸、清斎

吉田野乃、吉田珠己、藤井淳弘、西村公助が担当した。

3.本書には、巻末に掲載した調査一覧表のうちで、特に成果のあった調査の概

要・報告を収録した。
4.本書の作成にあたつては、各調査担当者が執筆を行い、文責はそれぞれ各報

告の文末に記した。本書の編集及び巻末の調査一覧表。抄録の作成は藤井が

行つた。

く大阪府 〉
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1.恩智遺跡 (1999-466)の調査

1.調 査 地 :恩智中町 3丁 目93の一部

2.調査期間 :平成 12年 2月 17日

3.調査方法

本調査地は恩智遺跡に属 し、弥生時代集落の縁辺の一画に位置すると考えられた。そのため専用住宅建

て替えに際 し、約 1.5m Xl.5mの調査区を設定 し、地表下約 1.8～ 2mま で層理に従い人力によつて掘

削して、遺構の検出に努めた。なお現地表はT,P.+16.85m前後である。

4.調査概要

調査では近世～中世にかけての遺構構築面を 5面 と中世の包含層を確認 した。しかし、弥生時代の遺構

面は確認できず、若干の遺物を得るに留まった。1面～ 4面は近世～現代の遺構面で、5面が中世～近世

の遺構面と考えられる。以下、上部の遺構から概説する。

1面並びに 2面は耕作面で東西方向の鋤溝を検出した。1面は地表下0,38mの淡褐灰色砂質シアレト(マ

ンガン斑を含む)をベースとする。溝は幅約0,3mで淡灰 白色シル トを埋土とする。2面は地表下0,5mの

淡褐灰色礫混シル トをベースとする。溝は幅 0.3～ 0.4mで灰色～淡灰色シル トを埋土とする。

3面は地表下O.6～ 0.65mの 暗赤褐色砂質土をベースとし、杭穴、小穴、溝を検出した。溝は東西方向で

幅 0.18m、 深 さ0.04mと 浅く、やはり耕作に伴 う溝 と考えられる。

4面は地表下0,97mの灰色微砂質上をベースとする。南北方向の溝 3条 と、土坑 1基を検出した。(第 4

図)溝は調査区の東側に集中し、重複関係にある。最も古い溝 1は検出長0,86m、幅0。 28m以上、深 さ0.09

m以上、淡灰茶色粘質土を埋土とする。溝 2は検出長1.27m、 幅0,48m以 上、深 さ0.07mで灰色粘土を埋

土とする。溝 3は全長 0.52m、 幅0,lm、 深 さ0.05mで灰色粘質土を埋土とする。土坑は大半が調査区外

にひろがるため全容は不明である。南北長0.22m、 東西長0.09m、 深 さ0.07m以 上で、埋土は灰色灰色粘

質上である。

これらの遺構は遺物がほとんど出上していないが、5面 との関係から近世～現代に比定した。検出した

遺構は耕作に関連するものばかりで、居住域を示す井戸や柱穴などは検出することはできなかつたこと

劇

第1図 調査地周辺図(1/5000)
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第2図 調査位置図 (1/200)
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第5図 出土遺物実測図 (1/4)〔 石器のみ1/2〕

から、本調査地は近世以降は主 として耕作地 として利用されていたことがわかる。

5面は地表下1.38mの暗灰茶色粘土シル ト礫混 じりをベースとし、土坑 2基を検出したが、いずれも

調査区外にひろがる。土坑 1は南北長0.24m以 上、東西長0.43m以上、深 さ0,13mで灰 白色粘質土を埋

土とす る。土坑 2は南北長0.61m以上、東西長0,21m以 上、深さ0.13m以上で、灰色粘質土を埋土とする。

遺物は瓦器椀砕片 (1・ 2)が出土している。

この遺構構築層およびその下都層である暗灰色砂質シル ト礫混 じり(T,P.+15.47m以 下)か らは極砕

片ではあるが須恵器、土師器、瓦器 と石器剥片 (3～ 5)な どの遺物が見つかつている。このようなことか

らこの 2層 は遺構ないしは整地など人為的な土層 と考えられるが、明確にはできなかつた。

iψ ―磯一l①

第4図 第4面・第5面遺構平画図 (1/40)
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5。 まとめ

今回の調査では弥生時代の遺構は検出できなかつたが、5面の生活面と中世の遺物を含む土層を確認

することができた。今後周辺の調査を行 うことによつて中世の遺物を含む土層がどのような性格をもつ

たものであるかが明らかになると思 う。また、弥生時代の集落の縁辺についても確認する必要がある。

恩智遺跡は生駒山系に連なる高安山に形成された扇状地に立地する。遺跡 として認知されたのは1917

年に京都大学の梅原末冶と島田貞彦による踏査を端緒とする。1939年に大阪府が藤岡謙二郎を担当とし

て発掘調査が行い、多くの弥生土器や石器が出上したが、遺跡の性格については明らかにできなかつた。

この後幾度かの発掘調査が行われたが、遺跡の概要を明確にすることはできなかった。しかし、1975年 に

思智川改修に伴って実施された緊急調査や市教育委員会が個人住宅の建て替えに伴って実施 した調査で

は縄文時代前期から晩期の多量の遺物 と弥生時代全般を通じての遺構を確認 した。そして現在にいたる

まで小規模ではあるが、地道な調査が継続されている。

このように古くから知 られている遺跡であり、また弥生時代の大集落のひとつと考えられているがそ

の実態は今ひとつはつきりしていない。小規模な調査が多く、遺構が明確にとらえられず、集落の範囲が

確定されていないのである。集落の中心は天王の社 と呼ばれる恩智神社のお旅所周辺と考えられている。

これまでの調査における遺物の出土状況からみてこれは正しいであろう。では縁辺はとなると難 しい。南

については本調査地前の東西方向の道路を境 として南に下がる地形となっているため、これが南端の可

能性がある。東については天王の社から東へ200mの東高野街道近辺 (旧 170号線)で は遺物量が激減する

ため、このあた りと考えてもよいかも知れない。西については天王の社から西へ300mにある近鉄大阪線

の線路付近が旧大和川の流路にあたつてお り、これを西限と考える。実際近辺の調査でも弥生時代の河道

らしきものが検出されている。北については天王の社から約270mの地点にある東西道路を境 として高

低差があるため、これが北端となる可能性がある。しかし、道路の北側で行つた調査では弥生時代前期か

ら後期の遺構が検出されている。ただ、遺物量は少なく、包含層も薄くなる。この東西道路から北は河サIIの

影響と考えられる砂層が堆積 し、これには弥生土器や石器が含まれている。こうしたことから東西道路か

ら砂層の堆積部分を北限と考えてよいだろう。

北限と推定される地域の東にはかつて鉾立塚があつた。これについては恩智神社の縁起に次のような

話がある。新 しくきた玉祖神社の神 と河内二の宮である恩智神社の神が氏子の獲得の競争をした。それは

朝早く鉾を立てた場所までがその範囲とするとい うものであった。玉祖の神は朝早くから白見塚で夜が

明けるのをまって山を下 り、鉾を突き立てた場所が鉾立塚であつたと伝えられる。これによって玉祖神社

は高安 1lヶ 村が氏子 となり、恩智神社は恩智村周辺のみとなつてしまった。

縁起に登場する鉾立塚と弥生集落の北端と考えられる場所と位置が重なり合つている。だが、このよう

な神社の縁起が弥生時代と直接むすびつくとはいえない。地形や環境などによって境界が設定されたの

であろう。しかし、もしかして新たな参入者 と地元民との争いが古墳時代以降にあり、その物語が民話と

して伝承され、縁起の元となったとすればと仮定することもできる。

このような仮定に答えをだすことが、考古学の仕事であろう。現時′点では明確な答えを提出することが

できない。しかし、今回行つたような地道な調査がその答えに導いてくれるはずである。必ず しも多くの

遺構や遺物を検出することのみが考古学とい う学問に課せ られた仕事ではない。調査地と周辺の歴史や

環境との総合的な検討から初めて一つの遺構、遺物が理解 されるのある。その意味では今回の調査では弥

生時代の遺構を確認できなかったことから、南端の可能性を示唆するものといえよう。今後の調査によつ

てさらに明確な答 えに近づいていきたい と思 う。

-3-
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2.萱振遺跡 (1999-383)の 調査

1.調 査 地 :楠根町 4丁 目1-4他
2.調査期間 :平成 12年 1月 26日 ～ 2月 1日

3.調査方法

施工予定地に南北方向の調査区を 3本設定し、地表下1.5m前後まで調査を行つた。調査面積は 3箇所

で合計81.5だ である。

4.調査概要

〔東側調査区〕最大幅2.5m、 長 さ1lmの調査区であり、面積は18ポである。地表下0,72～ 1.06m、 T,P.

+4。 33～ 3.99mで弥生時代後期の包含層である黒灰色粘土層 (5-A・ 5-B層 )を確認 した。ここから

は弥生式上器の甕片 (1)等 が出上している。この下の灰色砂混粘砂層 (6層 )上面 (TP+4.0～ 4,lm前

後)で弥生時代後期の遺構 とみられる溝 1条 (SDl)、 土坑 2基 (SKl、 SK2)及び小穴 5基を検出し

た。遺構の詳細は表のとお りである。

〔中央調査区〕最大幅1.5m、 長 さ21.5mの調査区であり、面積は32.3だである。地表下0.84～ 1.4m、

TP+4.28～ 3.7mで弥生時代後期の包含層である褐色斑暗灰色粘土層 (12層 )を確認 した。ここからは弥

生式土器の甕片 (2.3)、 壺片等が出上している。この下の灰色粗砂層 (14層 )上面 (TP+3.9～ 3,7m前後)

で弥生時代後期の遺構 とみられる土坑 2基 (SK3・ SK4)及び小穴62基 を検出した。遺構の詳細は表

のとお りである。またH層は東壁断面を観察する限りでは砂混であり、人為的な盛土かとみられ、5層に

より削平されたとみられる層相を示 している。

〔西側調査区〕最大幅2.5m、 長 さ13.5mの 調査区であり、面積は30.4だである。地表下O.94～ 1.4m、

TP+4.18～ 3.78mで弥生時代後期の包含層である褐色斑暗灰色粘土層 (18層 )を確認 した。ここからは

北壁から4.8m付近を中心に弥生式土器の寮片 (4～ 6)、 高不片 (7)等が出土している。この下の灰色粘

砂層 (19層 )、 灰色粗砂層 (20層 )上面 (T,P.+3.9～ 3.8m前後)で弥生時代後期の遺構 とみ られるピット

3基 (SPl～ SP3)、 溝 1条 (SD2)、及び小穴38基を検出した。SPl、 SP2は 埋上の上面から小

穴が切 り込まれているが、柱穴跡とみられる掘 り込みを掘 り方内に確認 している。SP3も 隅丸方形かと

」圏
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第 6図 調査地周辺図(1/5000)
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第7図 調査区設定図 (1/500)

み られる形状からみて、柱跡 と考えられる。遺構の詳細は表のとお りである。

〔まとめ〕本調査に北接する平成 3年度の (財 )人尾市文化財調査研究会による調査においても、弥生時

代後期から古墳時代初頭の遺構が検出されている。今回の調査では古墳時代初頭の遺構は全く確認でき

なかつたが、弥生時代後期の遺構面は確認することができた。 (吉 田野乃 )

調査区 遺構名 形状 最大径・巾 (m) 最大深 (m) 埋 土 出土遺杉

東側調査区

SKl 円形か 睡0。 44 灰緑色砂混粘砂層 な し

SK2 円形か iX40.35 菅灰色砂混粘砂層 な し

SDl 幅0,76 掲色斑淡灰色砂混粘砂層 俊 し

中央調査区

SK3 円形か 臣0。 78 向0,15 嗜灰青色粘砂層
か生式土

器壺片等

SK4 刊形か 径0.68 的0.15 灰色粘砂層 な し

西側調査区

SPl
円形か 履り方径0.38 暗灰色粘土層 な し

円形か 柱穴0。 25 疋色有機物混粘土層 な し

SP2
隅丸方形 掘 り方長0,46 晴灰色粘土層 な し

不整 円形 柱穴径0.24 1 天色微砂混暗灰色粘土 なし

SP3 隅丸方形か 長0.46 叉青色粘性微砂層 な し

SD2 旧0.26 天青色粘性砂層 (灰色粘土ブロック) な し

金調査区 小 穴
刊形 ・ 不整 円

弦・ 精 田形
X05～ 0.15前 後 た1前後 嗜灰色粘土層

検出遺構一覧表
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西 壁
東側調査 区

西側調査 区

東側調査区
1   現代盛土層
2   淡灰緑色粘性微砂層
3-A  灰 白緑色粘土層
3-B  灰 白緑色粘土層 と灰色微砂層の互層
4   褐色斑灰色粘土層 と灰色微砂層の互層
5-A  黒灰色砂混粘土層 (弥生時代後期包合層 )

5-B  同上砂多、有機物混   (弥 生時代後期包合層 )

6  灰 白褐色粗砂層
7  灰 白色微砂層 と灰色粘土層の互層
8  灰色砂層
9  褐色斑淡灰茶緑色微砂質粘土層
10  淡灰色微砂質粘土層
11  褐灰 白色粗砂層
12  灰色粘性微砂層
13  褐色斑灰色粘土層
14  灰 白色微砂層
15  灰 白色砂層、灰色粘土層の互層
16  褐色斑灰色微砂質粘土層
17-A 淡灰色微砂質粘土層
17-B 灰 白色微砂ブロック
18-A 褐色斑暗灰色粘上層
18-B 同上色調暗
18-C 同上砂混
19  灰色粘砂層 (暗灰色粘砂混)

20  灰色粗砂層
21  灰茶色粘土層

/

T.P
+4 5m

14

/

SPl
♀    2科

6   灰色砂混粘砂層
7   灰色粗砂層

(遺構面構成層 )

(遺構面構成層 )

積
積
積

堆
堆
堆

状
状
状

ナ
ナ
ナ

ラ

ラ

ラ

層
層
層

含
含
含

包
包
包
＞
＞

期
期
期
層
層

後
後
後
成
成

代
代
代
構
構

時
時
時
画
面

生
生
生
構
格

弥
弥
弥
遺
遺

8   淡灰緑色微砂質シル ト層

遺構埋土
①   灰緑色砂混粘砂層     (S Kl埋 土)

②   暗灰色砂混粘砂層     (S K2埋 土 )

③   褐色斑淡灰色砂混粘砂層  (S Dl埋 土 )

西側調査区

現代盛土層
灰 白色微砂層
淡灰緑色粘性微砂層
灰色微砂層
灰色粗砂層
淡灰緑色微砂層
同上色調暗、粘性大、ラミナ状堆嶺

第8図

遺構埋土
①  灰青色粘性砂層 (灰 色粘土プロック)(S D2埋 ■)

東側・西側調査 区 平面 日土層断面図 (1/80)
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第10図 出土遺物実測図 (1/4)

出上位置 出」琶 種類 番号 器種 縦
径

(cm)
現高
(cm)

調整・手法 色調 賊 胎 上 備考

東調査区
為灰進釧階土
雷付近

弥生式上器

1 甕 甍部 1

科外向抑 ア ブ

勢 面―ナデ
対言一 十ギ

灰黄
色

やや軟 斡 良

中央調査区
剰仄造ψ階土

雪
2 霊 甍部

本外面一ハクメ
嵐外面―ナデ
角面_十ギ

燈
色

淡
赤

斡 軟 粗

中央調査区
北より9n

黒灰色粘土

層直上
3 甕 雲部

科外国― グ グ 千

跡 面―ナデ
均面― ヨコハ ケ

跡
随

節 粗 外面にスス付着

黒灰色粘土

層

4 甕 日わ癬邪 為外面―ナデか
暗
色

淡
褐

韓 軟 粗

5 甕
口縁～体下
半部

義威により不明
燈
色

次
赤 飲 やや粗

四離 区Я[

より4.8 6 甕 底都

体外面―縦万同
ヘラミガキ

内面―ナデ
勝
随

やや軟 非常に粗

7 高杯 脚部
4.6(最大
径)

外面一縦方向ヘ

ラミガキ、ユビ

オサエ

内面―ナデか

淡暗
灰色

やや軟 粗

出土遺物観察表
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3.萱振遺跡 (2000-103日 214)の調査

1.調 査 地 :萱振町 7丁 目571・ 68-2,68-3

2.調査期間 :平成 12年 8月 18日 (2000-103)。 9月 4日 (2000-214)

3.調査方法 :

[2000-103]:分譲住宅建設に伴い、人孔設置箇所 (2m四 方)の 5ヶ 所 (1区～5区 と呼称 )イ こついて地表下

1,7m前後までの遺構確認認調査を行つた。調査面積は約 20だ を測る。

[2000-214]:こ の調査地は、2000103の調査地の北側に隣接 している。店舗建設に伴い、建物建築範囲に

東西 2ヶ 所 (6区・7区 と呼称 :約 2m四 方)で地表下1.Om前 後まで遺構確認調査を行つた。調査面積は約 8

ポを測る。

なお、この 2つの調査地は、隣接 した場所にあり、今回各調査成果を合わせて報告することにする。

4.調査概要 :

[2000-103の 調査概要 ]

1区)調 査地南西の調査区で、地表下O.5m付近より南北方向の構を 1条確認 している。幅約2m以上、深

さ約 0.6mの台形状断面の溝である。溝埋土 (1区 -6・ 7層 )か らは、屋瓦を中心として、す り鉢、羽釜、瓦質

土器、土師器、須恵器、瓦器の破片が出土 している。瓦には、軒丸瓦や丸瓦があ り、軒丸瓦の三巴文から鎌

倉時代 (13世紀代)の ものと考えられ、中世以降に埋没 したものであると考えられる。この溝の続きは、そ

の他の調査区では確認できなかつた。

以下、地表下0.9mか ら河川堆積層が続 く。顕著な遺物は確認できなかつた。

2区)1区 の東側に位置する調査区である。1区で確認 した中世の遺構面に対応する層は確認できなかつ

た。以下、地表下0,9mか ら河川堆積層が続 く。遺物は確認できなかつた。

3区)2区 の北側に位置する調査区である。2区 と同様に1区に対応 した近世の遺構面は確認できず、地

表下 O.9mか ら河川堆積層が続 く。遺物は確認できなかつた。

4区)1区 の北側に位置する調査区である。1区の溝状遺構の続きはこの北側の調査区でも確認できな

「
」翌

ユ_!_1

瓦蒙 暇
坪 Iマ

!F

I

ll

とゃ

第 11図  調査地周辺図 (1/5000)
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く1区 >北壁

O盛土

1黄灰褐色粘性砂質上

2.褐灰色粘性砂質上

3.暗灰褐色粘性砂質上

4.茶灰色砂混粘質土

5.暗灰色粗砂混粘質土

':握

摺長哲権通し舟 卜 )溝
埋上

3.暗灰色粗砂混粘質土

9.明茶褐色砂混粘質土

ll尋震三:そ歌Ⅲ朧

第12図 調査区設定図 (1/1000)

<2区 >

0.盛土

1.灰色粘質土

2.灰白色粘土質上

二:優尾畳整砂 )

(河川推積 )

O盛土

1暗灰色砂質土

2暗茶褐色粘質土

3褐色砂混粘質土

:1現長摺整粗砂 )

(河川推積)

O.盛土

1.暗灰色シル ト

2.黄褐色粘質土

3.淡黄褐色粘質シル ト

4.暗褐色粘質シル ト

5.灰褐色微砂～粗砂

6.淡灰色シル ト

7.灰色粘土質シル ト

8.褐色粗砂(河川推櫛

0盛土

1.暗褐色粘質土

2.黄褐色粘質土

3黄褐色砂混粘質土

4灰色～褐色粗砂

(河川推積 )

第13図 土層断面模式図 (1/40)

年

十

キ く2000-2,4>

<3区 >

<4区 > <5区 >
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かった。また該期の遺物を含む層も確認できなかつた。以下、地表下 O.75mか ら河サII堆積層が続 く。

5区)3区 の東側に位置する調査区である。他の4つ の調査区と異な り河川堆積層が地表下 1,5mか ら始

ま り、他の調査区よりやや深いものの、上層でも遺構・遺物 ともに確認できなかつた。

[2000-214の 調査概要 ]

6区)3区 の北側約 12mに位置する調査区である。基礎掘削深の地表下1.Om前後までの調査を実施 し

た。この調査の掘削深では、1区～5区で確認 した河サII堆積層までは達せず、河サII堆積層上面の遺構面まで

の調査となつた。

盛土直下の褐灰色粗砂混粘質土層 (2層 )か ら、上師器、須恵器に混 じつて平瓦が出土している。以下地

表下0,85m(T,P.+4.8m)の 暗灰色シル ト混粗砂層 (6層 )をベースとして、中世の遺構面を検出している。

検出した遺構はピット1基のみ (直径約0,4m)で ある。ピット内の出土遺物は、土師器細片 2点のみであつ

た。

7区)6区 の西側約5mの調査区である。旧耕土直下の地表下0,7m(T.P。 +4.9m)の暗褐色シル ト混粘質

土 (3層 )をベースとして、方形土墳と落ち込み状土墳を確認 している。方形土噴は、調査区中央で検出し

た約0.8m四方のほぼ正方形の形状で、出土遺物には瓦器、須恵器、土師器、自磁、灰釉陶器、焼土塊がある。

いずれも小片ばか りで、何 らかの廃棄墳であったと考えられる。時期は、中世である。

落ち込み状土墳は、調査区南側端で検出した。調査区外の南側に広がると思われ、高杯や甑を中心とし

て出上してお り、埋土に炭が多く混 じつている。住居址に関連する遺構であると考えられる。時期は、古

墳時代中期頃である。

7区では、古墳時代中期 と中世のそれぞれ時期の異なる遺構がほぼ同一遺構面に存在 していることが

明らかになった。

5.出 土遺物

図化できたのは、16点 ある。(1)～ (5)が 1区の出土遺物である。1区の溝からは軒丸瓦 (1)、 丸瓦 (2～ 5)

の破片が出土している。(1)の軒九瓦の巴文様は、巴文の頭部が完全に独立しておらず、巴頭部がやや尖っ

ている。外縁の珠文帯は、小 さく、突出している。外縁帯は、幅広である。これらの特徴から鎌倉時代中期

頃のものであると考えられる。

(6・ 7)は、6区の遺物包含層からの出上で瓦器碗の破片である。

(8)～ (16)が 7区の出土遺物である。方形土墳の出土遺物は、多数出上しているが、ほとんどが細片で唯

一図化できたのが、(8)の上師皿の破片である。これら出土遺物から6区・7区 ともに中世の遺構面が広がっ

ていることがわかる。

(9)～ (16)が 落ち込み状土墳の出土遺物で、(9)～ (13)が高杯の不部及び脚部である。いずれも別個体

で高杯が多数を占めている。郷部は椀形を呈し、外面はハケ、内面はヘラミガキが見られる。(14)は甕の

口縁部～頸部である。(15)。 (16)は甑である。同一個体と見 られるが、接合はできなかつた。外面はハケ調

整である。また、図化できなかつたが、同一個体と思われる甑底部 (穿孔あり)の破片が出土 している。

6。 まとめ

1～ 5区では、調査区すべてに、T,P。 +4.7m前後 (5区ではT.P.+4。 2m)を 上面として河川堆積層が続くこ

とが明らかとなつた。おそらく、6・ 7区でも検出した遺構面の直下は同様の河サII堆積層が続くと思われる。

いずれの調査区でも河サII底面の深さは確認できなかつたが、今回の調査地東側で実施 された下水道工事

に伴 う発掘調査 (西村1996)では、T,P,+4.2mを 上面として層厚約4.2mの深い河川堆積層であることが明

らかになつている。今回確認 した河川堆積もこれに対応する可能性が高い。さらに、この河川は、府立人

尾北高校の大阪府教育委員会の調査で検出した河川 (広瀬 1992)へ と続く北西方向の大河川であつた可

能性が高い。

この河川が埋没 した時期は、上面に古墳時代中期。中世の遺構面が一部に見られることから古墳時代中

-11-



<6区 >南壁

二 R +5iO住

0`盛土

I指灰色ンルト混粘質土

2.褐灰色粗砂混粘質土

3.暗福灰色粘質土

4.絹灰色砂混粘質土

5.階茶灰色砂混粘賞土

0・ 暗灰色ンルト潟粗砂

7.暗黄魔色粗砂混粘質土 (ビット埋土)

Iか
離

1.灰色砂混ンルト (旧耕工)

2.茶尿●砂混粘質土

3,階褐色シルト混粘質土

4.暗灰福含シルト湧微砂質土 (炭潟):落与込み埋土

方形土壊連土 l晴灰●―砂混シルト (炭湧)

第14図 6区土層断面図 平面図 (1/40)

第15図  7区土層断面図

<7区>南璧

―、_一イ
犠 ち
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第16図 出上遺物実測図 (1～5:2000-103・ 6.7=2000-214・ S=1/2)
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第17図 出土遺物実測図(8～ 16=2000-214・ S=1/4)

期以前に埋没 した河川である可能性が高い。

そして、この河川が埋没 した後には、比較的安定 した土地になったと考えられ、6区・7区で検出した古

墳時代中期～中世の集落域が形成されていつたものと思われる。特に中世瓦の出土は、調査地東側にある

式内社の加津良神社の存在も合わせて、該期の遺構面が広がっている可能性がある。

【参考文献】

広瀬雅信 1992『萱振遺跡 大阪府文化財調査報告書 第39輯』大阪府教育委員会

清斎 1993「萱振遺跡(92-006)の調査」『人尾市内遺跡平成4年度発掘調査報告書 I』

西村公助 1996「萱振遺跡第18次調査」『 (財)人尾市文化財調査研究会報告53』

岡田清- 1998「萱振遺跡第21次調査」『 (財)人尾市文化財調査研究会報告60』

(藤井)
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萱振遺跡(2000-103・ 214)出土遺物観察表

NO 出土地点 器 種 去量 (clll) 厠整・形態等の特徴 色調 焼成 胎 土

1 躯
溝

軒丸瓦
(残存長)96
(瓦 当厚)15 (瓦 当面)巴文 (外面)10YR5/1褐 灰 良好 密

2 正
溝

丸瓦

(長辺

(短辺
r巨 大

5,3

29
(凹面)布 目痕

(凸面)無文タタキ後ナデケシ

(IR‖ 面)ヘラケス
｀
り後ミがキ

(外面)10YR5/1褐 灰 良好 密

3 霊
溝

丸 瓦

(長辺

(短辺

(厚 さ

5.6

40
12

(凹面 )布 目反・ ユと すテ

(凸面 )へ身ミが キ後 ユと
｀
ナデ

(IRIE野) ヘテケス
゛

)

(外面)10YR4/1褐 灰 良好 密

躯
溝

丸瓦

辺
辺
さ

長
短
厚

(凹面)布 目痕

(凸面)無文タタキ後ナテ・ケシ

(4削 ここ) ヘラケス・リ
(外面)10YR6/1褐 灰 良好 密

車
溝

丸 瓦

(貢辺

(短辺
r膚 太

3.8
(凹面)布 目痕

(凸面)無文タタキ後ナデケン

`IH‖

F〒 ) ヘラケス
゛
Jるひすテ

｀
ケシ

(外面)N4/0灰 良好 密

6区
包含層

瓦器
(口 径)15,0
(残存高)4.7

(外面)】サデ・IJ■・ナテ

(内面)暗文
(外面)N5/0灰
(内面)N5/0灰

良好 密

6区
包含層

瓦器
(口 径)150
(残存高)4.2

(外面)コクロ

"｀

・ヘラ
"｀(内面)暗文

(外面)N7/0灰
(内面)N6/0灰

良好 密

7区
方形土墳

土師皿
(口 径)101
(器高)1.7

(外面)5YR7/6桂
(内面)5YR8/4淡橙

良好 密

7区
Pit(焼土層)

高イ
イ部

(日 径)12.8
(残存高)4.9

(外面)タテ′ψ

(内面)

(外面

(内面

5YR6/6橙
5YR7/6“監

良好 密

7区
Pit(焼土層)

不
部

高
イ

(日 径)13.5
(残存高)3.9

(外面)タテ′サ・ヨコナデ

(内面)粗いサ後ヘラミがキ
(外面

(内面

5YR6/8れ豊
5YR7/6お監

良好 密

7区
Pit(燒土層)

不
部

高
不

(日 径)140
(残存高)3.0

(外面)糧いサ・ヨサデ
(内面)ヨサデ・ナデ

(外面)5YR7/6橙
(内面)5YR6/6橙

良好 密

7区
Pit(焼土層)

イ
部

高
杯

(日 径)123
(残存高)3.1

(外面)タテサ

(内面)調整不明

(外面)5YR6/6橙
(外面)5YR6/6橙

良好 密

7区
Pit(燒土層)

イ
部

高
脚

(底径)3.0 (外面)ハケ後ヨサデ・タテ′ヽケ後ヘラミカ
｀
キ

(内面)ヘラミがキ〔若干黒変あり〕・ナテ
(外面

(内面

5YR6/6れ豊
5YR7/8お豊

良好 密

7区
Pit(焼土層)

甕
口縁～肩部

(日 径)151
(残存高)6.2

(外面)ハケ

(内面)】コナデ・ユヒ'かエ
(外面

(内面

10YR7/3にぶい黄橙
10YR7/4に ぶい黄橙

良好 密

7区
Pit(焼土層)

甑
日縁部

(口 径)296
(残存高)57

(外面)ヨサデ・ハケ

(内面)ヨサデ・タテハケ・ナナメサ

(外面)7 5YR7/6橙
(内面)7 5YR8/3淡 黄桂

良好 密

7区
Pit(焼上層 )

甑
時

(外面)ヘラによる切込み・ナデ

(内面)タテ′ヽケ

(外面)7 5YR7/6橙
(内面)7 5YR8/3淡 責橙

良好 密

-15-



4.久宝寺遺跡(2000-48)の調査

1調 査 地 :ネ申武町 1番 79号
2調 査期間 :平成 12年 5月 8日 ～平成 12年 5月 10日

3調 査方法

倉庫建設に先立ち、敷地内の建物建設予定個所に調査 区を 7ヶ 所 (1区 5× 5m、 2区 6× 5m、 3区

4× 4m、 4区 3× 3.2m、 5区 3.5× 3m、 6区 3.5× 3.3m、 7区 3.3× 3.lm、 合計面積 112,88だ )設

定 し、それぞれ地表下2.Om前後まで重機 と人力を併用 して調査 を行つた。

4.調査概要

1区

6層 は古墳時代初頭 に相 当す る地層で、上面 (T.P.+5,9～ 6.Om)は土壌化 してお り、粘土やシル トの

ブロックが多 く混 ざった上であることか ら、境拌 した上である。耕作の痕跡の可能性がある。上面では落

ち込み 1箇所 (S0101)を 検出 した。

S0101
この落ち込みの掘 り方は明確ではなく、おそ らく調査区の北東か ら南西に溝状に蛇行 して伸びる形状

であると思われ、幅 1.4～ 1.6mを測 る。断面形状は皿状で、深 さ0.2mを 測る。埋土は灰色粘上で、遺物の

出土はなかった。

2区

6層 上面 (T.P.+6.0～ 6.lm)で調査を行 つたが、遺構の検 出お よび遺物の出土はなかった。この地層

は古墳時代初頭に相 当す る。

3区

7層上面 (T.P,+6.2～ 6.3m)で土坑 1基 (S K301)を 検 出 した。この地層は古墳時代初頭 に相 当す る。

S K 301

平面形状は南北に長い楕 円形で、長径2.lm、 短径 1.2mを 測 る。断面形状は逆台形で、深 さ0.lm浪1る 。

埋土は灰色粘土で、遺物の出土はなかつた。

直問配閣
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脇
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第 18図  調査地周辺図 (1/5000)
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4区

6層上面 (T,P.+6.3m)で 調査 を行つたが、遺構の検出お よび遺物の出土はなかった。この地層 は古墳

時代初頭 に相 当す る。

5区

10層 上面 (T,P,+6.1～ 6.2m)で、古墳時代初頭の上坑 2基 (S K 501・ s K 502)を検出 した。

S K 501

遺構の西側肩のみの検出であるため遺構の規模 は不明である。深 さ約0.2mを 測 る。埋土は黒色細砂混

粘上で、古墳時代初頭 (庄 内式)の甕 (1)が出上 した。   、

S K502

遺構の東側肩のみの検出であるため遺構の規模は不明である。深 さ約0,2mを 測 る。埋土は黒色細砂混

粘上で、遺物の出土はなかったが、S K 501と 同時期 と思われ る。

第19図 調査区設定図
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2区
1層 盛土
上面TP+81m前 後
2層 褐灰色粘土
3層 褐色 シル ト混粘土
4層 褐灰色細砂混粘土
5層 青灰色 シル ト混粘土
6層 暗青灰色細砂混粘土
上面TP+60～ 61m

二 R +80m

王 P +80m

70m

60m

IP 4-

70m

■ R +80m

SK501  16 SK502

5区

5区
1層 盛土
上面 TP+81m前 後
2層 褐色細砂混粘土
3層 褐灰色 シル ト混粘土
4層 灰色 シル ト混粘土
5層 灰褐色細砂混粘土
6層 褐色 シル ト混粘土
7層 青灰色細砂混粘土
8層 褐色 シル ト混粘土
9鷹 青灰色粘土
10層 暗灰色粗砂混粘土
上画 土壊化
TP+61～ 62m

7区
1層 盛土
上面 TP+815m前 後
2層 褐色 シル ト混粘土
3層 灰色細砂混粘土
マンガン斑点状 にあ り
4層 灰褐色 シル ト混粘土
5層 褐色 シル トと細砂のラミナ
流水堆積 上師器の破片含む
6層 褐灰色細砂 流水堆横
7層 灰色細砂混粘上
上面 上壊化TP+63m前 後
土師器 の破片含 む
8層  暗灰色粗砂混粘土
9層 青灰色 シル ト

70m

二 P +80m

3区          70m~1層
 盛土

上面 TP+81m前 後
2層 灰掲色細砂混粘上
3唐 褐色 シル ト混粘± 60m

__4層  褐灰色粘質 シル ト
~

流水推積
5層 褐色 ンル ト混粘上暗
6層 暗灰色粘土
植物遺体多 く合 む
7層 灰黄色 シル ト
上面 上壊化TP+62～ 63m
8層 灰色微粒 ンル トと粗粒
シルトのラミナ

      ャ

60m

区
層
層
層
層
層
層
面

１
１
２
３

４
６
６
上

一

60m

輌一
６

６。ｍ一

6区
1層 盛土
上面 TP+785m前 後

――‐ 2唐 灰褐色細砂混粘土

ユ層 恐侯雹ひ帰綽
土 TR獅

と細砂 のラミナ 流水堆積
_5層  褐色細砂 流水雄積

皇昌 髭蜃花゙きキ63m前後御
7層 青灰色 シル ト混粘土
8層 暗青灰色粗砂混粘土~上

面 上壊イ阿 P+60m前 後
9層 暗青灰色細砂混粘上   60m

第20図  1区 ～7区平断面図

盛土 上面 TP+78m
褐灰色粘土
褐色 シル ト混粘土
掲灰色細砂混粘土
青灰色 シル ト混粘土
暗青灰色細砂混粘土
土壊イ阿 P+59～ 60m

4区
]層 盛土
上面 TP+31m前 後
2層 褐灰色 シル ト混粘土
3層 褐色 シル ト混粘土
4唐 灰褐色 シル ト混粘土
5層 灰色細砂混粘上
6層 褐灰色粘質 シル ト
上画 上壌化TP+63m前 後
植物遺体含む

6 4区

ヨンクリート杭

軋尋立怪躍
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6区

6層上面 (T,P.+6.3m)で河サII(N R 601)と 、8層上面 (T.P,+6.Om)で河サII(N R 602)を 検出した。

N R 601

河川の南肩のみを検出したのみで、この河サIIの 形状や規模などは不明である。南東―北西方向に伸び

る。埋土は上から I灰色粗砂 と細砂のラミナ、Ⅱ褐灰色微砂 と細砂のラミナ、Ⅲ青灰色粘上、Ⅳ灰色粘土

(植物遺体多く含む)で、土師器の破片が数点と自然の木が出上した。

N R 602

河川の南肩のみを検出したのみで、この河サIIの形状や規模などは不明である。N R601と 同じく南東―

北西方向に伸びる。埋土は I青灰色シル トと微砂のラミナで、遺物の出土はなかった。

7区

7層上面 (T,P.+6.3m)で 、溝1条 (S D701)を検出した。7層内からは土師器の破片やサヌカイ トの剥

片 (2)が出上していることから、上面で検出した遺構の時期は、古墳時代初頭頃に比定できる。

S D 701

南西―北東に直線に伸びる。幅0.5mを測 り、断面形状は皿状で、深 さ0,lmを測る。埋土は灰色細砂混

微砂で、遺物の出土はなかった。

0        10cm 10cm

第21図 出土遺物実測図(上器1/4石器1/2)

5.出 土遺物

5区のS K501か らは古墳時代初頭 (庄内式)の甕 (1)が 出土した。(1)は日縁部内外面ヨコナデ、体部

内面ヘラケズリ、外面ハケを施す。7区の 7層からはサヌカイ トの剥片 (2)が 出上した。(2)は両面に剥

離が見られ、一部に自然面が残る。

6.ま とめ

今回の調査では遺構の性格が明確にできなかった。しかし、これまでの調査 (財団法人人尾市文化財調

査研究会 第 6次調査地)において古墳時代初頭の遺構が検出されてお り、今回の調査地の 5区で検出し

た遺構 (S K 501・ s K 502)は これ ら遺構面の広が りの一端であると考えられる。

また、同研究会第 6次調査地の第 7層からは弥生時代中期 (第Ⅲ様式)の 上器が出上してお り、墓域が存

在した可能性が高いと述べられている。今回の調査ではこの時期の上器の出土はなく、墓域の存在は明ら

かにできなかった。しかし、7区の 7層 からは石器の剥片が出土お り、この石器は弥生時代の遺物である

可能性があり、近隣に弥生時代の遺構が存在 している可能性が高いと考えられる。  (西 村公助 )

【参考文献】 原田昌則 1998「Ⅲ 久宝寺遺跡(第 6次調査)」『人尾市埋蔵文化財発掘調査報告』
(財)人尾市文化財調査研究会報告 37
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5。 久宝寺遺跡 (1999-639)の 調査

1.調 査 地 :北亀井町 3丁 目41番地

2調査期間 :平成 12年 5月 15日 。16日

3.調査方法

工場建設に伴い、建物建築範囲について、東西方向に 2ヶ 所の調査区 (約 2.8m四 方 :東側を第1区 。西側

を第2区 と呼称)を 設定し、地表下約 3.2m前後まで遺構確認調査を実施 した。

4.調査概要                     ヽ

第1区 :層厚約0.9mの 盛土層以下、旧耕土層が見られる。以下、地表下1.4m～ 1,7mに決水砂が見られた。

そして、地表下2.15m～ 2.4m(T,P.+5,9m～ 5,7m:総厚約 0。 2m)の暗灰色小礫混粘質シル ト層 (植物遺体含 )

に上師器細片が含まれる。遺物は少量ながら、古墳時代初頭頃の遺物包含層であると考えられる。断面で

浅い皿状の落ち込みは確認できたものの、顕著な出土遺物は確認できなかつた。

以下、地表下2.85m(T.P.+5,2m)か らは河サII堆積層が続 く。

第2区 :層厚約0.9mの 盛土層以下、地表下1,75m(T.P,+6.25m)か ら弥生時代後期末から古墳時代初頭の上

器を多数含む層厚約 50cmの落ち込み状の堆積層 (6～ 8層 )が確認できた◇この層は調査区内全体に広が

る。この層は、溝の堆積土と考えられ、上層が灰色粘質シル ト(植物遺体をラミナ状に含む :6層 )と 下層が

暗灰色微砂混シル ト(7・ 8層 )イこ分けられる。上層に特に庄内式甕などの完形品を含んでいる。この層は、

地表下2.25m(T.P.+5,75m)ま で続 く。おそらく2時期の遺物包含層になると考えられる。

以下、顕著な遺構・遺物は確認できなかつた。

5.出 土遺物

今回の調査の出土遺物は、第2区の溝内の上器集積からの遺物を中心としてお り、第1区の出土遺物は

わずかな土師器の小片のみで図化できなかつた。今回図化できた出土遺物は、第2区のみで、19点 を数え、

すべてこの集積内の出土遺物である。上層の古墳時代初期の上器に混じつて、一部弥生時代後期の遺物も

含まれていた。

1～ 3は庄内式甕で、1はほぼ完形品で中位に最大径をもつ。4・ 5は布留式系甕である。6～ 9は、甕

h=こI==三二:

第 22図 調査地周辺図(1/5000)
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の日縁部の破片である。それぞれV様式系甕、庄内式甕である。10は小型甕で体部はハケ調整である。■

は、日縁部の短い小型丸底壺である。12～ 14は高郭の破片である。12は 口縁部が直線的に伸びる。15。 16

は装飾壺の口縁部である。17・ 18は、それぞれ壺の日縁である。18は弥生時代後期の壺で外面はヘラミガ

キである。

これら出土した土器は、庄内式上器を主体としてお り、一部に布留式甕を含んでいる。おそらく、庄内式

期～布留式期の遺構の一部である可能性が高い。

また、甕以外にも高杯・壺に一部ススが見られるものもあり、集落域で使用された土器が溝に廃棄され

たものであろう。

6.小結

今回の遺構確認調査は、調査対象範囲に比して調査地が狭小で、遺構の性格等は十分に把握できなかっ

たが、発掘調査では、弥生時代後期末～古墳時代初頭 (庄 内式期～布留式期)の 良好な遺構を検出してお

り、該期の遺跡の広が りが明らかになっている。

近年、周辺で実施 されている多数の発掘調査の成果を含めて、今後、久宝寺遺跡の発掘調査において、さ

らに集落域の性格が明らかになることを期待 したい。

第23図 調査区設定図 (S=1/3000)
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<第 2区 >

0.盛土

1暗灰色粘砂

2.青灰色粘質シル ト

3.青灰色砂混シル ト

4青灰色砂混粘質土(褐色土潮

5褐灰色粘質シル ト

6.褐灰色シル ト混微砂

7.灰色粘土質シル ト (Fe混 )

8.灰色粘土質シル ト

9,灰色粘土

10,暗灰色小礫混粘質シル ト (遺物包含層 )

11,青灰色微砂混シル ト

12.灰色小礫混シル ト

13.灰色粘上質シル ト

14.灰色微砂

15,茶褐色粘質ンル ト (植物遺体含む)

0盛 上

1青 灰色粘質土 (褐色土混)

2褐 灰色砂混粘質 シル ト

3褐 色粘質シル ト

4灰 色微砂混 シル ト (Fe混 )

5灰 色粘上質 シル ト (Fe混 )

6灰 色粘土質 シル ト (植 物遺体含む)(土 器集積上層〕

::悟優包織款彊す拷κイ催協遺体少 し合 む))上
器集積下層

9明 灰色 シル ト混微砂

10灰 色粗砂

ヒ____二二______L

第24図 上層断面図 (S=1/40)
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第26図 出上遺物実測図 (S=1/4)

10cm

久宝寺遺跡(1999-639)出土遺物観察表

NO 出土地点 器 種 法量 (cll) 調整・形態等の特徴 色調 (上 :外面、下 :内 面) 焼成 胎 土 備考

1
窮2区

上器集積上層
主内式甕

口径)14.4

1器 高)20.0
体部量大径)190

タトここ)ヨコナテ
｀
・ナナメ′ヽケ・タタキ

防寸ここ)ヨコナテ
｀
・ケス

゛
リ

上5YR6/2灰 黄
た5YR6/2灰 黄

軟 やや粗 ■面一部摩滅

宿躯
籐

霜

上

L内 式 霊

口縁 ～ 体 部

日径)15,4
残存高)166

グトにΠ,ココアア ・石 」二つゝ リケタ千帝宅ハケ

内面 )】ヨナデ・ヨコ方 向ケス
｀
リ

OYR3/2ヨ ¶ヽ島

nvPs/ク 圧 苦糧
軟 やや粗 小面スス付着

3
結躯

雅
零

■

L四 式 竃

日縁 ～ 体 部

日径 )135
残 存 高 )7,7

タトここ)コヨナテ
｀
・ヨコ′ヽケ

財司羅ご)ヨコすテ
゛
・ナナメリテ「拍ケス

｀
リ

' 5YR7/41こ 要ヽ い主登

' 5YR7/71こ 要|い十群
非常に軟 粗 全体摩滅

繕躯
雅

幕

■

L四 式 記

日縁 ～ 体 部

日径 )142
残 存 高 )78

タトE百)ヨコすテ
｀
・タテ′ヽケ

″司こご)ヨコすテ
゛
・ヨコプテド莉ケス

｀
OYR7/21こ ジヽし頂

"監OYR7/21こどドし靖 瀬欝
軟 やや粗

■面スス付看
笠体磨滅

幕2区

十器察罰書
備留式甕

日径)108
器高)143

タト雇こ)ヨコナテ
ヤ
・タテ・ヨコハケ

デ司ここ)ヨコすテ
゛
・ヨコリテ「莉ケス

｀
リ

OYR7/21こ 要ヽし減

"霊
aVP負 /1庁 白

非常に秋 やや粗 勺面一部摩滅

需2区

十畢季罰菅

V様 式 系霊

口縁 ～体 部

日径)19,0
残存長)13.7

タト[こ)ヨコナテ
V'タ

タキ

内面)ヨサテ
゛
・ヨコ方向ケス

｀
リ

7.5YR6/2う て刊B
7 5YR8/3羽 豊培ξ瀬許

軟 やや密

7
幕2区

十器実繕

L四 式 冤

口縁 部

日径)13.0
1残存高)29

タトここ)ヨコすテ
‐

内面)ヨサテ
｀

OYR6/2カてうq調邑
nV,7/1庁 白 やや軟 やや密

幕2区

上器奈多管
篭

口縁 部

日径)12.2
1残存高)2.3

タトここ)ヨコナテ

内面)ヨコ抒

OYR3/1弓亀翠邑

OYR6/2ち〔壱葺相B
やや軟 粗 転付着

覇2区

上器 集 積

V様 式 糸 紐

在蔀

屋径)3.8
1残存高)50

外面)タタや・不足方向ナテ

内面)不定方向ナデ 'YR6/41こ
要■い葛邑

!.5YR6/41こ 婁ドいれ鬱
やや軟 粗 勺面全体摩滅

第2区

土器集積
Jヽ型甕

:日 径)10.8

1器高)9.5
依 獣 岳 キ 客 ヽln氏

タト雇百)ヨコナテ
｀
・タテハケ・タタキ℃資ハケ

内面)ヨサテ・・板状工具によるナテ
｀

1 5YR3/2暗赤褐
OYR6/1褐 灰

軟 やや密

幕2区

十器集宿
い型丸底壺

口径)12.0
1器高)6.8

外面)ヨサテ
｀
・不足方向′ヽケロ

防可ここ)ョコナテ
｀
・ヨコハケ

10YR7/41こ どヽ し頂 増豊

7 5YR6/41こ娑|い瀬&
軟 粗 均面一部摩滅

霜2区

十器隻万首
再郷

日径)176
1残 存長)107

タトここ)ヨヨナテ
｀
・ヨコ′ヽケ・ケス

｀
)

財可ここ)ヨコハケ・ヨコナテ'・ユヒ
ヾ
オサエ

;YR6/41こ 掟ヽ い増霊

iVPA/4」 r式い市蟹 軟 密

霜2区

士器集繕

郵

部

一局

即
底 径 )12.2
1残 存 高 )60

タトここ)ヨヨナテ
‐
・ヨコ′ヽケ・タテハケ々そヨコすテ

｀

防Цここ)ュ と
｀
すテ

ヾ
・ヨコハケ・ヨコナテ

゛
5YR7/2うてらq

5YR7/2】〔清會
やや軟 密 舛面粘土接合痕

語2区

十器集藩上層

イ

部

再

不

日径)26.2
1残 存長)355

タト[百 )ヨヨナテ
｀

内面)ヨヨナテ'・ ヨサテ
ヾ
後放射状のミカ

゛
キ

「 5YR6/6覇豊
OYR7/3 1こ 婆|いお會引島

非常に軟 密 句面スス付着

語2区

十畢集清上層
柴 節 霊

口縁

日径)21.8
残存高)33

タト[百 )ヨヨナテ
｀

内面)ヨコすデ後板状工具によるナデ

10YR7/31こ デSい Fq主豊
I NPA/ク 圧告拐 やや軟 密

第2区

十器集藉上層
裳 節 皇

日縁

日径)23.0
1残 存高)31

タトE百 )ヨヨナテ
｀
・タテ、すすメフテ「コミカ

｀
キ

内面)ヨコすテ
｀

10YR5/2う て,q翠島
16VPA/,扉 苦 楊

やや軟 密

17
霜2区

十器套野首
五
欺

日
縁

広

同

日径)14.4
残存高)2.7

タト[こ )ヨコナテ'

内面)コサテ
゛

10YR5/2灰 責褐
lnv陥わ 庁 警拐

やや軟 やや粗 ■面スス付着

幸2区

上器ぢ亀稿

三

蔀

日

繊

百
」
コ

日径,11.6
1残 存高)57

タトこ耳)ヨコナテ
｀
・ヨコすテ

｀
そそタテフテ「司ミがキ

内面)ヨサテ
｀
・タテナデ後タテ方向ミカ

｀
キ

5YR7/2万てらq

5YR7/2灰 責
やや軟 やや密

第2区

上器集積最下層
豆頸壷

残存長)145
体部最大径)188

外面)不定方向ミカ
｀
キ

財可ここ)ヨコナテ
゛
・ナナメノテ「打ハケ・ユと

｀
オサエ4盗ナテ

｀
OYR3/3を見うq石&
IYR7/41こ 要ドい北登

非常に軟 粗 一部摩滅
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6.郡川遺跡 (1999-627)の調査

1 調 査 地 :黒谷 6丁 目171-2
2.調査期間 :平成 12年 3月 24日

3.調査方法

専用住宅建設に係る事業計画地に 1.2m× 1.2mの調査区を lヶ 所設定し、人力によつて層理にした

がって掘削を行い遺構、遺物の検出に努めた。その結果 3面の遺構面を検出し、さらに地表下0.8mで弥生

時代後期の土器が良好な状態で出土したため、調査区を東西幅1.5m、 東西幅 2mに拡張し、遺構の確認を

するとともに、遺物の取 り上げを行つた。調査地は生駒西麓に位置 し、標高はT,P.+71m前 後である。

4.調査概要

弥生時代後期、古墳時代後期、そして時期不明の 2つ遺構の合わせて 4時期の遺構面を検出した。上部

の遺構から概観する。

第 1面は地表下0.4mの暗褐色砂質土上面で土坑 1を検出した。土坑 1の平面形態は隅を絞 り込んだ

隅九方形を呈するとみ られ、東西長0,92m、 南北長0.9m、 深さ0.18～ 0,24mを測る。埋土は炭化物混 じ

りのオ リーブ灰色砂質上である。遺物は出上 していない。

第2面は地表下O.5m前後にある灰黒色礫混 じり粘砂上面で、南北方向の溝を検出した。溝は土坑 1に

西肩を切 られていたが,検 出長1,12m、 幅約0,4m、 深 さ0.13mで ,暗褐灰砂質上を埋土とする。遺物は出

土しておらず、時期は不明である。遺構面ベース層は古墳時代後期の包含層であることから、これを下限

としておく。

第 3面は上記の包含層を除去 した地表下0.74mに遺存する暗灰茶色粘質土上面で土坑 2を検出した。

上坑 2は調査区外にひろがるため全容は不明であるが、東西長約0.88m、 南北長0,38m、 深 さ0.24mを 測

り、埋土は淡茶灰色粘質土である。埋土から土師器砕片が出土しているが、時期を明確にできる遺物は見

つかっていない。このため古墳時代後期以降としておきたい。

遺構面のベース層は弥生時代後期の遺物を包蔵 していたため、これを掘削すると地表下0,9m付近で

土器集積を確認 した。このため調査区を 2m× 1.5mに拡張し、遺構の把握に努めた。この弥生時代後期

紀 ウ

ξ今|テイイ
寧 力r

笠

第27図 調査地周辺図(1/5000)
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第28図 調査区設定図 (1/300)

].表上

2.盛土

3灰オリーブ粘砂

4.暗褐色砂質土

5オ リーブ灰色砂質土炭化物混 (土坑 1)

6灰黒色礫混粘砂

7.暗褐灰色砂質土(溝 )

3.淡灰茶色粘質土 (土坑2)

9.暗灰茶色粘質土 (上坑3)

10暗黄褐色砂質上礫混

第29図 北壁土層断面図 (1/40)

‐ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

ｒ
日
日
趾
Ｈ
Ｈ
田
止

第30図 遺構平面図 (1/40)

第31図 溝遺物出土状況図 (1/20)

の生活面を第 4面 とした。

地表下1.Omで暗黄褐色砂質土礫混 じり層をベースとする東側への落ち込みが認められた。落ち込み

は調査区外に大きくひろがるため全容については不明であり西肩の一部を検出するに留まつた。検出長

は東西幅1.1～0.6m、 南北幅は約1,05m、 深さ約0.5mである。東西幅は北側が大きくなつている。また、

土層断面の確認から本来の切 り込み面は検出面より上位であることが確かめられた。この遺構は第 3面

以上からの構築であつたが、土坑 2に切 られていたのである。

ｍ
５ 。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

Ｔ

田

日

日

酬

訃

ＥＩ

Ｈ

Ⅲ

Ⅲ

Ｌ

第1面 第2面 第3面
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埋土は暗灰茶色粘質上で人頭大よリー回 り大きな礫から10cm程度の礫までが全体に不均等に混 じっ

ている。土器は完形あるいは完形に近いものから、砕片までが出土しているが、礫の下に完形に近い土器

が埋まっている状態もみ られた。

この落ち込みは東西方向の山の斜面に対 して平行、すなわち南北方向に肩が検出されている。また、埋

土に巨礫が混 じってお り、遺物は砕片から完形にまでが出土している。このような状況から遺構は溝であ

ると考えられる。土坑であるならば埋土中に巨礫が混 じつていることは不自然であろう。また、巨礫の下

に完形の上器があつたことは遺構が埋まるまでに時間があつたことがうかがえる。東側にひろがる溝は

恐 らくさらに深 く掘 りこまれていることが推定される。溝の性格は明確ではない。ただ、溝内から出土し

た土器には穿孔したものも僅かだが存在 してお り、普段は土器の廃棄も行われていたようである。後期段

階の集落では溝への土器の廃棄が検出されているが、これも同様の行為とみられ、あるいは集落を区画す

る溝の可能性をもつ。そして、最終的に溝は山側からの巨礫を含む上砂の流入によつて埋没 したものと考

えられるのである。

5.出土遺物

前述しているように、第 1～ 3面まではほとんど遺物が出上していない。このため図化 したものはすべ

て第 4面の溝から出土ものである。

壺は短頸壺 (1)も 存在するが、体部が無花果形をしている広口壺 (2～ 5)の比率が高い。(1)は全体的

に器壁が厚 く、下半に最大径をもつ下膨れの壺である。外面縦位のヘラミガキで、焼成後に穿孔が施 され

ている。広 口壺では大型の (2)は外面ハケ調整が主体 となっているが、小型の(3～ 5)はヘラミガキが

施 される。

甕は大型品でも器高22cm前後、小型品は15cm前後で全体に小型化 している。日縁端部は受け口状を呈

するもの (8～ 10)と 斜め上方にのびて丸くおさまるもの(11～ 14)が ある。

鉢は器高 18cmの 大型品 (20)と 5～ 6の杭形を呈する小型品 (2卜 22)がある。(20)は前期の鉢のよう

な形態をしている。外面は横位のヘラミガキ、内面はヘラ状工具によるナデである。

高杯は外反する口縁を有するものが主体となる(23～ 26)。 日縁と受け部の比率は約 2:3～ 1:2の間

で、日縁部が長 くなつてきている。脚裾部も広 く屈曲する (23・ 25)が多い。

これらの遺物はその特徴から弥生時代後期後半に位置づけることができる。色調は橙から赤褐色を呈

し、在地産 と考えられる。

6.ま とめ

本調査は生駒西麓に位置しているが、既に造成が終了し平坦地となっている。こうした場所で弥生時代

後期の遺構が良好な状態で遺存 しているとは予想 していなかった。個人住宅建築に伴 う調査であったた

め、十分な調査ができなかつたが、気付いたことを記 しておこう。

弥生時代の溝は南北方向にのびているが、調査地から北へ約30mの地点で谷になつていることから山

手へ屈曲していることが想定される。西側の現状は大きく切土されて下がつているため環境復元は困難

である。しかし、溝が居住域を区画するものと考えればおそらく居住域は東側、すなわち山手にあったも

のと推定される。周辺はすでに宅地となってお り、すぐには調査できないが、今後あらゆる機会に確認 し

ていきたいと思う。 (清 斎 )
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第32図 出土遺物実測図 (1/4)

遺
物
番
号

器 種

法量cm(残存)

調整及び形態上の特徴 色調 胎 土 焼成 残存率 府岩

口径 器高 底径

1
弥生土器
広 口壷

13.5 (20,7)

外面一 口縁部端部～上半槙位ハク、下半ナナメハ

ケ、頸部以下ヘラミガキ

内面一 日縁部ヨコナデ後ヘラ状工具によるナデ、
以下ハケ

5 YR5/6明 赤褐色 粗 やや硬
日縁部～

肩部
孔
り

た
オ

」
つ

2
弥生土器
広口壷

13.3 26.6

21・ 面一口縁部ヨコナデ、頸部縦位ハケ後 3条の沈
除文、肩部～体部ハケ、底部横位のヘラ状工具によ
るナデ
為面一口縁部ヨコナデ、頸部指頭圧痕肩部指頭圧成
形後ヨコナデ、以下指頭圧成形後ハケ

7.5釈5/6明褐色 非常に粗 やや硬 ほぼ完形

弥生土器
広 日壷

(10.4)

24・ 面一肩部タテ方向ヘラミガキ、体部ヨコ方向へ

ラミガキ底部 ヨコ方向ヘラミガキ
六百―漕獣～依獣十デ 席蔀ハル

.5YR6/6橙 色 やや密 硬
百部～底
郭のみ

4
弥生土器
広 口壷

(6.2)
小面一体部ハケ
面ヽ一体部ヘラナデ

5YR6/41こぶい橙色 やや粗 やや硬 本部のみ

弥生上器
広 口壷

(3.9)
小面一縦位ヘラミガキ
勺面一ヘラ状工具によるナデ

牛面-7.5YR6/4にぶい橙色
勺面-7.5YR5/1褐灰色

やや窪 やや硬 藍部4/5

弥生土器

広 口壷

牛面―剥離のため調整不明瞭
匈面―ヘラ状工具によるナデ

OYR5/4に ぶい黄褐色 やや粗 硬 嵐部1/2

7
弥生土器
壷底部

(4.1) 9
牛面―指頭圧成形後ナデ
勺面―ハケ

;YR5/6り弓う卜召島てヨ やや粗 やや軟 卿部4/5

弥生上器
甕

144
朴面一 口縁部 ヨコナデ、頸部タタキ後ハケ、体部
‐底部タタキ

角面一 口縁部横位ハケ、以下ハケ

5YR6/8橙色 非常に粗 やや軟 まば完形

弥生土器
甕

13.4 15.1
小面一日縁部ヨコナデ、以下タタキ
狛面一日縁部ナデ、一部ハケ

.5Y R7/6橙色

.5Y R4/2灰褐色
粗 やや軟 南1/2

弥生土器
甕

(13.0)

小面一口縁部ナデ、以下タタキ
芍面一日縁部ヨコハケ、以下ハケ、一部指頭圧痕有
η

.5Y R6/6橙色 粗 やや硬
口縁部～

休部1/4
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遺
物
番
号

器種

法量clll(残 存)

調整及び形態上の特徴 色調 胎 土 焼成 残存率 備考

日径 器 高 底 径

弥生土器
甕

(158)
外面一 日縁部 ヨコナデ、頸部～肩部縦位ハケ、以下

タタキ
内面一詞1難 に生り誦率不明騰

Y R6/8橙色 粗 軟

日縁 1/23

高部～体
部1/4

弥生土器
甕

朴面一 日縁部 ヨコすデ、以下夕タキ

均面― 口縁部ハケ、頸部～肩都ヘラ状工具によるナ
ヂ

Y R7/8橙色 非常に粗 やや軟 まば完型

弥生土器
甕

舛面一日縁部ヨコナデ、以下タタキ

勺面一日縁部ナデ、以下調整不明瞭
.5Y R5/4に ぶい褐色 非常に粗 やや軟

日縁部
[/10

肩部 1/3

弥生土器

甕

外面一 日縁部 ヨコすデ、体部タダキ後ハク

内面一 日縁部横位ハケ、以下ハケ、一部ヘラ状工

具によるナデ

Y R5/8明 赤褐色 やや粗 やや硬

口縁部
;/8

肩 獣 1/ク

弥生土器
甕

(7.0)
朴面― タ タ キ

勺面―上半ハケ、下半ヘラ状工具によるナデ
5Y R5/4にぶい褐色 )F常 に

'阻

やや軟 嵐部のみ

弥生土器
甕

朴面―タタキ
芍面―ヘラ状工具によるナデ

外面)2 5YR5/6
月赤褐色
凸而)7 5YR4/2灰楊角

粗 やや硬 藍部のみ

弥生土器
甕

朴面―上半タタキ、下半指頭圧痕
芍面―ヘラ状工具によるナデ

5Y R6/4にぶい橙色 粗 やや硬 鼠部のみ

弥生土器
甕

舛面―剥離のため調整不明瞭
勺面一ヘラ状工具によるナデ

外面)7 5YR5/4
こぶい褐色
内面)10Y R4/2灰責褐色

粗 やや硬 羞部のみ

弥生土器
甕

(27)
朴面―タタキ

均面一ハク

1外面)7 5YR5/6
月褐色
内面う10Y R4/2灰 昔褐有

粗 やや軟 衰部 1/3

弥生土器

鉢

朴面一日縁部～体部ヘラミガキ、底部調整不明瞭
芍面―ヘラ状工具によるナデ

5YR5/4にぶい褐色

粗

(石英粒
ァレとヽ

やや硬
ヨ縁部～
藍部1/8

弥生土器
鉢

恥面一 日縁部～体部調整不明際。底部指顕圧涙を

忍める

面一 日縁部ナデ、以下ヘラナデ、底部に指頭圧痕
″訳ある

.5YR6/6橙 色 非常に粗 やや軟

ヨ縁部
/4体底
部9/10

弥生土器
鉢

界面―剥離のため調整不明瞭
勺面―ヘラ状工具によるナデ

.5Y R4/2灰褐色 粗 やや硬 蛋部 のみ

弥生土器
高イ

(133)

71・ ローー玲 封S移財互ハ グ ー~封

`獅

医4ヱ
おヽ フ ミ刀 キ 、 コ 剖`S「

方縦位ヘラミガキ、脚部縦位ヘラミガキ
内面―郵部縦位ヘラミガキ、脚部シボリロ

YR5/6明赤褐色 粗 やや硬
部
部

不

却

弥生上器
高イ

外面―イ部縦位ヘラミガキ、脚部ヘラミガキ、裾
部縦位ハケ
内面―イ部横位ヘラミガキ以下ヘラミガキ、脚部
上半ヘラケズリ、下半～裾部ハク

Y R6/6橙色 糧 やや軟
不部4/5

却部9/10
孔を穿つ

弥生土器

高イ

外面―不部槙位ハケー部縦位ヘラミガキ、脚部縦

位ヘラミガキ
内面一杯部横位ハケ後タテ方向ヘラミガキ、脚部
シボリロ

YR5/6明赤褐色 やや糧 碩
不部1/4

却部
17し を穿つ

弥生土器

高不

小面一杯部上方ヨコナデ、以下ナナメハク
均面―ヨコナデ

Y R6/6橙色 粗 やや軟 不部 1/4

弥生土器

高郭

外面一杯部下半縦位ヘラミガキ、脚部・縦位ヘラミ

ガキ
内而一杯部下半ヘラミガキ、脚部シボ リロ

15YR8/6浅 黄橙色 やや粗 やや硬
不部受け

部～脚部
1孔 を穿つ
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フ.心合寺跡の調査 一大竹5丁 目143番 日146番の遺跡範囲確認調査―

1.調 査 地 :大竹 5丁 目143・ 146番

2.調査期間 :平成 12年 1月 H日 ～ 1月 31日

3.調査方法 :

今回の調査地は、『人尾市埋蔵文化財分布図 (平成 8年度版 )』によると白鳳～鎌倉時代の寺院跡である

「′い合寺跡」(吉田2000)の 範囲の北側に隣接 し、古墳時代中期の中河内最大の前方後円墳である「国史跡

心合寺山古墳」(人尾市教育委員会編2000)の 北西部に位置するため池の「新池」西側の空閑地である。今

回の調査範囲となる「Jき合寺跡」。「′い合寺山古墳」関連の遺構及び遺物包含状況を確認するため、平坦面

では2.5m四方の調査区を5ヶ 所 (第 1区～第5区 と呼称 )、 その東側の新池堤裾部にある壇状の高ま りに

ついては、幅lmの トレンチ3本 (北から第 1ト レンチ～第 3ト レンチと呼称)を設定し、遺跡範囲確認調査

を行つた。これ らの調査面積は、約 47ポを測る。

4.調査概要

今回の調査地には、『人尾市史 前近代編』(人尾市1988)の 巻頭写真で使用されている「大竹 心合寺

山古墳」によると北側の道路寄 りに小さなため池が存在 している。撮影 された時期は不明であるが、近年

まで残つていたようである。現在では、このため池は埋められている。そ して、調査地の南側は、畑地・水

田として使用されていたようである。

第 1区 :調査地内北東都中央の調査区である。現地表T.P.+25.8mを 測る。地表下0.6mま で盛土層が続 く。

地表下0.6m～ 0,8mま では盛土以前の旧水田面が続き、以下地表下 1.4mか ら地表下1.95mま で粗砂～微

砂層が続き、時期を指 し示すような遺構・遺物 ともに確認できなかつた。おそらく、土砂堆積層上面を整

地層により埋め立てられたものと考えられる。

第 2区 :調査地内北西部の調査区である。第1区の西側にあたる。現地表T,P,+25,7mを 測る。地表下O.4m

前後の盛土層以下、地表下0,6m～ 0.75mに 埴輪・瓦器・土師器・瓦・須恵器の破片を含む褐色粘質土層 (4層・

層厚約0.2m)が あり、遺物包含層 となると考えられる。その直下、地表下O.75mの 灰褐色粘質土 (6層 )1こ 遺

構面を確認 している。川西編年V期の円筒埴輪や土師器・瓦器・須恵器の破片を含む土墳 2基 (SK01・ SK02)

第 34図  調査地周辺図 (1/5000)
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第35図 調査位置図 (S=1/500)

を検出している。中世以降の遺構面である可能性が高い。

SK01は、調査区北東隅で検出した約lm前後の規模の不定形な土噴で、深さ約0,3mを 測る。埋土は7層 ～

12層である。出土遺物は、円筒埴輸の破片を中心としてお り、これら埴輪や土器の廃棄坑である可能性が

高い。この上墳は、北側に広がるものと考えられる。

SK02は、調査区北西隅で検出した長辺約0.6mの 上墳で、深さ約0.15mを測る。埋土は、暗褐色粘質土 (13

層)で ある。出土遺物は、埴輪・土師器・瓦器の破片がある。

以下、地表下2.Omま で遺構・遺物 ともに確認できなかつた。

第 3区 :調査地内南東部の調査区である。第 1区 の南側にあたる。現地表T.P.+25,8mを 測る。地表下0.5m

の盛土層以下、旧水田面があり、以下の層で遺構・遺物 ともに確認できなかった。地表下1.7mか ら地表下

2.Omま で砂層が続 く。第1区 とほぼ同様の堆積状況を示 している。

第 4区 :調査地内南西部の調査区である。遺構面を確認 した第 2区の南側にあたる。現地表T,P.+25.65m

を測る。地表下0.3mま では盛土層で、旧耕土層があり、以下第2区で確認 した遺構面は確認できなかつた。

ただし、地表下0,65m～ 0,9mの褐色小礫混粘質土 (5層 )か ら摩滅 した土師器・瓦・埴輪・須恵器細片が出土

―-32-―



十
４ｍ

．

Ｒ

＆２

Ｔ

＋

４ｍ
一

Ｒ

４２

二

<第 1区 >南壁

<第 2区 >北壁

1盛上

2青灰色粘砂

3淡青灰色砂混粘質土

4灰色小礫混粘質上 (やや硬質 )

5.灰色砂礫混粘質上

6.赤掲色粗砂

7褐色微砂

8灰色細砂

9灰色細砂 (こ ぶし大の礫混)

二 R十
244m

1.盛土

2.黒灰色砂質シル ト

3.灰色砂質シル ト

4.褐色白礫混粘質土 (やや硬質)

5。 暗茶褐色粘質土

6.灰褐色粘質上 (ベ ース面)

7.褐灰色粘質シル ト

8.黒灰色粘質シル ト

9.褐灰色粘質シル ト (粘性強 )

10.灰 褐色粘質シル ト

11暗褐色粘質シル ト (果灰色粘質シル ト混)

12暗茶褐色粘質シル ト微細混 (黒灰色粘質シル ト混)

(7～ 12:SK01を三■i)

13 SK02埋 土 :暗褐色粘質土

14.暗褐色粘質上

15,褐灰色粘質土

16.褐色砂混粘質シル ト

17褐色細砂混粘質上

18褐色砂混粘質土

19褐色粗砂混粘質土

第36図 上層断面図・平面図 (第 1区 。第2区 。S=]/40)
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<第3区 >南壁

T P +
254m

1.盛土

2暗灰色砂質シル ト

3灰色砂質シル ト

4褐色砂礫混砂質土

5褐灰色砂混粘質シル ト

6暗褐色砂質土 (こ ぶし大の礫を含む)

7.暗褐色小礫混粘質上

8褐色組砂 (やや粘性あり)

1.盛土

2.暗灰色粘砂

3灰色粘砂

4掲色粘色度 (やや硬質 )

5褐色小礫混粘質土

6灰褐色粘質シル ト

7.灰褐色 (砂混)粘質シル ト

8.灰褐色 (細 砂混)粘質シル ト

9.淡灰褐色微砂 (や や粘性)

1.盛土

2.暗灰色粘砂

3青灰色粘質土

4.褐色砂礫混砂質土 (硬質 )

5褐色砂混粘質土

6.褐色細砂

7.褐 色シル ト混微砂

8.灰色微砂混シル ト

IR十
24.4m

二 R十
255m

TR十
24.5m

T P 十
25.5m

TR十
245m

<第5区 >南壁

第37図 土層断面模式図 (第 3～5区 。S=]/40)

く第4区 >南壁
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している。第 2区の遺構面は、南側に広がる可能性があったが、この調査区では、判然 としなかった。

以下、地表下 1.55m～ 1.8mま で砂層が続き、遺構・遺物 ともに確認できなかった。

第 5区 :調査地内北端の調査区である。第 1区の北側に位置する。現地表T,P.+25.85mを測る。地表下0.5m

まで盛土層が続き、旧水田面が確認できる。以下、地表下1.45m～ 1.8mま で砂層が続き、遺構・遺物 ともに

確認できなかつた。

第 1ト レンチ :第 1区東側に位置する土壇状の高ま りの北端部で南北方向に設定 した幅 lm、 長 さ5mの

調査区である。現地表T.P,+27.Omを測る。表土直下に東西方向に畝状の近世～近代の耕作面があり、こ

の土壇の平坦面が耕作時に形成されたものであることを示 している。以下、この調査区の掘削深度 となる

地表下1.lmま で摩滅 した埴輪・土師器・瓦・瓦器・須恵器等の破片を含む層はあるものの、顕著な遺構・遺

物 ともに確認できなかった。これらは、すべて後世の盛上であると考えられる。

第 2ト レンチ :壇上の第 1ト レンチの南側で東西方向に設定した幅 lm、 長さ5mの調査区である。表土

層以下、地表下0,7m～ 1.Omま で、平瓦、瓦質土器、土師器・須恵器細片が出土しているものの、摩滅が著 し

い。顕著な遺構、遺物はともに確認できなかつた。平瓦は、「,い合寺」に伴 う瓦と考えられるが、おそらく、

二次的な盛土であると考えられる。おそらく、「新池」堤体築造時となる中世以降の盛土層であると考え

られる。

第 3ト レンチ :壇上の第 2ト レンチから南に8mの地点で東西方向に設定した幅 lm、 長 さ6mの調査区

である。表土層以下、地表下0.2の暗黄灰色壮質土 (2層 )か ら地山層直上の暗灰褐色シル ト混粘質土 (6層 )

まで埴輪・瓦・土師器・須恵器細片出土してお り、第Ⅲ2ト レンチと同様に「新池」堤築造当時の中世以降の

盛上であると考えられる。

5.出 土遺物

出土遺物の確認できたのは、第2区。第4区。第 1～ 3ト レンチである。第2区以外は、遺構に伴 う遺物で

はなく、流入土中の出土遺物である。いずれも破片で、図化できたのは第2区 と第2・ 3ト レンチの瓦・埴輪・

土器の8点のみである。

1～ 3は、第2区のSK01の出土遺物ですべて川西編年 V期の円筒埴輪の破片である。外面調整は、タテ

ハケである。タガの突出は低い台形状である。摩滅は著 しいものの、調査地周辺で使用されていたものと

考えられる。ただし、心合寺山古墳で使用されている埴輪 (Ⅲ期)と は時期が異なる。

4～ 6は、第 2ト レンチの出土遺物で、4は瓦質土器の破片、5。 6は、平瓦の破片である。5は凸面に斜

格子タタキが見られる。

7・ 8は、第 3ト レンチの出土遺物で、7.8と もに平瓦の破片である。7は凸面に格子タタキが残る。

6。 まとめ

調査地の平坦面 (第 1区～第5区)は、先述したように近年まで、畑地や水田として使用されてお り、これ

に盛土・整地を行い、現在のような様子になった。遺物が出上 したのは、第2区・第4区のみで、すべて東側

の調査区である。第 1・ 第 3・ 第 5区では遺構・出土遺物は確認できなかった。これは、東側調査地付近が

新池外堤から谷状に西へ落ち込んでお り、そこに砂礫層が堆積 したようである。その後、砂礫層は平坦に

埋め立てられ、畑地や田地として使用された。そして、第2・ 第4区の西側調査地周辺は、おそらく谷状地形

が西側に向かつて上がっていき、平坦地になっていたと考えられる。

埴輪の出土から古墳時代後期の埋没古墳の存在も考えられるが、今回の調査では明らかにすることは

できなかった。しかし、心合寺山古墳造営以降にも周辺では古墳の造営が引き続き行われていたことを示

唆するものであり、今後周辺の調査で、該期の古墳の存在にも注意すべきである。

そして、東側の壇状の高まり(第 1ト レンチ～第3ト レンチ)は 、地山層 らしい層の直上に積まれた古墳

時代中期～中世の遺物を含んだ盛土層で、おそらく「新池」の堤の一部である。後世に畑地と使用 され現

況のように壇状の平坦面が形成されたと考えられる。この盛上の時期は不明であるが、新池の堤体改修に
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く第1ト レンチ>東壁

T R +
27m

IR+
26m

IP+
27m

<第 2ト レンチ >南壁

二 R+
27m

<第3ト レンチ>南壁

＋Ｐ
．６ｍ
一

２

二

<第 1ト レンテ>
1.表上

2.淡黄掲色粘砂

3淡黄褐色粘砂 (茶褐色粘質ブロック含む)

4灰褐色粘砂

5.褐色粘質土

6褐色砂礫混粘質土

7茶褐色粘質土

8.暗褐色砂礫混砂質上

9,淡褐色粘質土

10.茶 褐色粘質土

く第2ト レンテ>
1表上

2.暗黄灰色粘質土

3暗黄色砂混粘質土 (シル トブロック混 )

4灰褐色砂混粘質上 (粘性ブロック混 )

5.灰褐色細砂混粘質 (粘性ブロック含 )

6.灰褐色砂質上

7暗灰褐色粘質土(粘質シル ト旬
8淡褐色粘質土

9.淡褐色シル ト混砂質土

<第3ト レンテ>
1.表土

2.暗黄灰色粘質土

3.黄灰色粘質上 (粘質プロック混)

4.黄灰色粘質シル ト

5灰褐色粘質上 (粘質シル トブロック混)

6.暗灰褐色シル ト混粘質土 (少量炭混)

7.(地山層)暗灰色砂礫混砂質土 (硬質)

第38図 土層断面図 (第 1～3ト レンチ
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伴う発掘調査の成果 (成海1999)か ら中世以降の「新池」築造当初 (中世)に築造された堤の一部の可能性

がある。

今回の調査では、瓦の出上がわずかに見られたものの,「′い合寺跡」の寺域に直接関連する遺構は確認

できず、その範囲はなお不明である。おそらく、「′い合寺」は本調査地の南側に広がっていると思われ、今

後の調査で、寺域に関連する遺構等の検出を期待したい。                (藤 井)

【参考文献】

人尾市史編集委員会編 1988『人尾市史 (前近代編)本文編』

成海佳子 1999「Ⅵ 心合寺山古墳 (第 2次調査)」『 (財 )人尾市文化財調査研究会研究報告 62』

人尾市教育委員会編 2000『国史跡心合寺山古墳―これまでの発掘調査の成果―』

吉田野乃 2000「2.史跡心合寺山古墳新池堤体改修工事に伴う調査 (平成10年度)」『人尾市内遺跡平成

11年度発掘調査報告書Ⅱ』

心合寺跡 出土遺物観察表

NO 出土地点 器種 法量 (clll) 調整・形態等の特徴 色調 焼成 胎 土 備 考

1 雛
ＳＫＯ‐

円筒埴輸
(口 径)294
(残存高)190

(外面)タテハケ
(内 面)不定方向′サ

(外面)7.5YR7/6橙
(内面)7 5YR6/6橙

やや軟 密

2 雛
ＳＫＯ‐

円筒埴輪 (残存高)6.8
面
面

外
内

,テハケ
ユと
｀
オサエ℃資タテ′ヽケ

(外面)7 5YR7/6橙
(内面)7 5YR7/6橙

やや軟 密

3 雛
ＳＫＯ‐

円筒埴輪 (残存長)4.6
面
面

外
内

夢
整

紳
痢

(外面)5YR6/6橙
(内面)5YR6/6橙

軟 やや密

4 第2ト レ牙 瓦質土器
(口 径)19.0
(残存高)66

面
面

外
内

ユヒ
ヾ
対工後不定方向ナテ

゛

ナナメノケ「打ナテ
゛

面
面

外
内

2.5Y7/2灰 責
25Y7/2灰黄

やや軟 密

5 第2ト レンチ 平 瓦
(残存長)8.1
(残存幅)105

凸面)斜格子タタイ後
"｀

によるス)ケシ
凹面)布 目痕

面

面

凸

凹

5Y6/2ラkオ )―フ
5Y6/1ラ(

やや軟 やや粗
凸面摩滅
大

6 第2ト レンチ 平 瓦
(残存長)52
(残存幅)47

凸面)タタキ後ナテ・

凹面)布 目痕・長軸方向ケガリ

面

面

凸

凹

7.5Y5/1ラ(
5Y5/1う〔

硬 やや粗

7 第3ト レンチ 平 瓦
(残存長)7.7
(残存幅)7.7

凸面)格子タタキ後ナデ
凹面)布 目痕 。長軸方向クス

ヾ
,

面

面

凸

凹

5Y5/1う〔
2.5Y5/2暗 灰

硬 やや粗

8 第3ト レンチ 平 瓦
(残存長)6.3
(残存幅)4.6

凸面)ナテ
゛
・長軸方向ケス

゛
)

凹面)"゛
面

面

凸

凹

25Y6/2灰黄
25Y6/2灰黄

やや軟 やや粗 Щ面摩滅
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8.渋川廃寺跡 (2000-65)の調査

1.調 査 地 :渋川町 5丁 目50-3の一部

2.調査期間 :平成 12年 6月 27日

3.調査方法

施工予定地の北と南に 2m四方の調査区を設定し、地表下 1,6～ 1.7m前後まで調査を行つた。

4.調査概要

北側調査区では地表下O,75～ 1.lmで瓦片、須恵器片、土師器片を少量含む褐色斑灰色粘砂層 (3-A・

3-B層 )を確認 した。またその下の地表下1.1～ 1.36mで瓦片を中心に土師器片、須恵器片、瓦器片を

密に含む茶灰色粘砂層 (4-A・ 4-B層 )を確認 した。遺物は 4層直下の褐色斑灰色粘土層 (5-A層 )

直上から多く出上した。さらにこの下は地表下1,7mま で確認 し、灰色粘土層 (5-B層 )、 青灰色微砂シ

ル ト層 (7層 )を確認 したが、遺構。遺物は確認できなかつた。南側調査区では地表下0,76～ 0.92mで 3

層を確認、この下の地表下O.92～ 1.4mで 土師器片、須恵器片、瓦片を密に含む 4-A・ 4-B・ 5-1層

を確認 した。さらにこの下は地表下1.56mま で確認 し、褐色斑灰色粘性砂層 6層、7層 を確認 したが、遺

構・遺物は確認できなかつた。

今回確認 した包含層には奈良時代から平安時代にかけての上師器片 (2.4.10。 11他)や、須恵器片 (1.

7他 )、 瓦片 (5.6)が 多く含まれていた。

しかし13世紀代 とみられる瓦器片 (9他)が含まれていることから、中世に奈良時代から平安時代の包

含層を削平して整地した痕跡 とみられる。出土遺物の一部は、調査地の位置関係やその内容から渋川廃寺

関係の遺物と考えられ、注意される。 (吉 田野乃)

第 40図  調査地周辺図 (1/5000)
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第41図 調査区設定図 (1/400)

北側調査区

黄灰色砂層

灰色粘土層

褐色斑灰色粘砂層

同上 粘性大

茶灰色粘砂層

同上、粘性大、硬質

褐色斑灰色粘土層

同上、欽分少

褐色斑灰色粘性砂層

青灰色微砂質シル ト層

南側調査区

幌 代盛土層)

(耕作土層)

(瓦片、須恵器片、土師器片、瓦

器片少量含む)

(瓦片、須恵器片、土師器片、瓦

器片少量含む)

(炭混、瓦片、須恵器片、土師器

片、瓦器片密に含む)

僚 混、瓦片、須恵器片、土師器

片、瓦器片密に含む)
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第42図 調査区土層断面柱状図 (1/40)
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出土地 出上層 種 類 ξ弓 器 種 部 位 径 (cm) 現高

(cm)
調整・手法 色調 焼成 胎 土 備考

化側調査区
3-B'4-A層 須恵器 1 イ B 底 部 勺外面― ロクロナデ 暗灰青色

常

覆
非

に
やや
粗

3-B'4-A層 土 師器 椀 日縁～体部
均外面―ユコナデ 体
郭下半―不定方向ナデ

橙 色 軟
やや
粗

3-B。 4-A層 土師器 3 台付 Ill 底 部
葛台径 38
葛台高 1.0

為外面―全体にヨコ方
向ナデ

橙 色 軟
常
良

非

に

3-B・ 4-A層 土師器 甕 口縁～体部
外面一日縁部ヨコ方向
ナデ 内面―ヨコ方向
ナデ

暗赤橙色
やや

硬
粗

3-B・ 4-A層 瓦 5 丸 瓦 玉縁部片
長
長

軸
軸

≡え
一豆

6.9

6.4

凸面―短軸方向ナデ・

長軸方向ケズリ

凹面―布 目痕

黒灰色
やや
軟

管
粗

菊側調査区 4-A・ 4-B層 瓦 6 平 瓦 端部片
ミ車L長  86
豆軸長 87

Ь面―縄 ロタタキ 凹

面―布 目痕 端面―ケ
だり、一部凹面に及ぶ

灰 色 硬 螢
粗

落土 須忘器 7 甕 口縁部 57
牛面一回転ナデのちカ

やメ 内面一回転ナデ

牛面一灰色

勺面一オ ツーブ黒
名

常

硬
非

に
普通

缶体に自然
仙付着

4-A・ 4-B層 須恵器 8 椀 底 部
径

高

台

台

一島
一島

11.0

10
小面―ロクロナデ
勺面―ロクロナデ

勺面―暗青灰色
小面―灰褐色

常
硬

非

に
良 自然釉付着

4-A・ 4-B層 瓦器 9 椀 日縁～体部

小面一ユビオサエ後ナ
デ 内面―ヘラミガ

イ
黒灰色 螢

軟
良

4-A・ 4-B層 土師器 イ 口縁～体部
莉外面一剥離が激しく
岡整不明

暗赤橙色
常
軟

非
に

良

3'4-A層 上師器 皿 日縁～体部
勺外面―ナデ 体下方
Ⅲ面一不定方向ナデ

乳白色 軟 精 良

出土遺物観察表
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9.高安吉墳群 (2000-407)の調査

1.調 査 地 :大宇教興寺560番 H
2.調査期間 :平成 12年 11月 11日

3.調査方法

計画地南端に古墳が存在 し、その他にも遺構が存在する可能性があるため、計画地内に4ヶ所の トレン

チを設定して掘削を行い、古墳に関連する遺構の有無を確認 した。

4.調査概要

古墳に隣接する 1ト レンチでは、古墳の墳丘裾の痕跡を上層で確認 した他、墳丘面に古墳の石室に関わ

る石材が散乱するのを確認 した。2～ 4ト レンチでは、遺構・遺物はなく、後世の盛上の下に地山の一部を

確認 した。

5.ま と め

1ト レンチで古墳の裾を確認 したため造成範囲を見直し、1ト レンチ以南にみられる古墳の封土を保

存することで事業主の理解を得た。工事は、当文化財課の立会のもとに施工された。 (米 田)

第44図 調査区設定図
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第 45図  調査地周辺図 (1/5000)
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10.東郷遺跡 (2000-232)の調査

1.調 査 地 :光町 2丁 目21他

2.調査期間 :平成 12年 7月 26日     ｀

3.調査方法

施工予定地の西 と東に2.5m四 方の調査区を設定し、地表下2.8m前後まで調査を行つた。

4.調査概要

西側調査区では地表下1.44～ 1.5mで庄内新段階から布留古段階の上器片を含む茶褐色斑灰緑色粘砂

層 (5層 )を確認 した。さらに層直下の茶褐色斑灰緑色粘質土層 (7層 )上面、TP+6.5m前後で土坑 1基 (S

Kl)を検出した。検出最大径 1,04m、 深さ0,29mを測る。埋土は黄茶色灰色粘質土 (①層 )、 灰茶緑色粘

砂層 (②層)である。埋土内には庄内式新段階から布留式古段階とみられる土器片が含まれていた。この下

については地表下2,8m前後まで下層確認を行なつたが、遺構・遺物は確認できなかった。

東側調査区では地表下1.4～ 1.6mの 3層、5層から庄内新段階から布留古段階の上器片 とともに、13

世紀代かとみられる須恵器片、瓦器片を確認 した。また埴輪片かとみ られる破片 1点 (2)が含まれてい

た。さらに 5層直下の茶灰緑色粘砂層 (8層 )上面、TP+6.4m前後で土坑 2基 (SK2・ SK3)を検出し

た。SK2は 検出最大長 1,3m、 深 さ0.33mを測る。埋土は茶灰緑色粘質土 (③層 )、 灰緑茶色粘砂層 (④層 )

である。埋土内には庄内式新段階から布留式古段階とみられる土師器片 (1他 )が含まれていた。SK3

は検出最大幅 0.22m、 深 さ0.15mを測る。埋土は灰緑色粘砂層 (⑤層)である。さらにこの下については

地表下2,7m前後まで下層確認を行なつたが、遺構・遺物は確認できなかった。

今回の調査区では弥生時代末から古墳時代初頭 とみられる遺構面を確認 した。周辺で確認 されている

同期の遺構面と対応するものである。この遺構面の直上は中世の包含層となるようである。また中世包含

層内に混入していた埴輪片とみられる破片 (2)は 、小片であり判然 としないが、内面に丁寧なヘラケズジ

が行われてお り、古墳時代前期の所産である可能性がある。 (吉 田野乃)
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第 46図 調査地周辺図 (1/5000)
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11.中 田遺跡 (1999-114)の調査

1.調 査 地 :刑部 4丁 目259-2
2.調査期間 :平成 12年 1月 27日

3.調査方法

住宅建築に係 る浄化槽部分を対象 として、約 lm× 1.7mの調査区を設定 し、地表下約1.6mま で調査

を行つた。

4.調査概要

本調査地は旧大和川の本流である古玉串川西岸に位置 してお り、洪水砂などの河川堆積を想定してい

た。しかし、実際は砂層は確認出来なかつた。層序については図52でわかるように盛上がほとんどなく、

旧作土までは0,3mほ どであるが、近世から現代にかけての耕作上がさらに下部に 1面存在 していた。

遺物包含層は地表下0。 95mの暗灰色粘土シル ト細砂混 じり(植物遺体を含む)と 下部の灰黒色粘土シ

ル ト細砂混 じりで、上部は層厚約 0。 25m、 下部は層厚約0.lmである。上部は植物遺体を含むことから湿

地状態であつたものと推定される。ここからは、土師器羽釜 (3・ 4)、 瓦器羽釜 (5・ 6)、 須恵器練 り鉢 (7)、 土

師器皿、瓦器椀などの砕片が出上 している。

遺構構築面は地表下約1,3mの緑灰色粘上で上面に炭化物がみ られた。遺構は土坑あるいは溝 と考え

られるもので西肩のみを検出した。東西長約0,7m、 南北長約0,9m、 深 さ0.25m以上である。埋土は暗茶

灰色シル ト微砂混 じりで植物遺体が含まれ、完形の瓦器椀 (1・ 2)が 出土した。

5.出 土遺物

瓦器椀 (1。 2)は 口径約 10 clll、 器高約 3 cmで 、高台はない。体部は指頭痕が残 り、日縁部のみ横ナデを施

す。見込みの暗文は渦巻き状である。土師器羽釜 (3)は丸い口縁端部をもち、鍔断面はU宇状を呈する。日

径約32cm。 (4)は大和型羽釜で鍔下部にナデ痕跡を残す。瓦器羽釜 (5)は 日縁外面に明瞭な段を有 し、内傾

する日縁端部をもつ。(6)器壁は薄 く、日縁外面は段をつくる。

瓦器椀は 13世紀後葉から14世紀初頭、その他の遺物は 13世紀末から14世紀に比定される。

第51図 調査地周辺図(1/5000)
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第52図 調査位置図 (1/200)

0         5m

O盛土

1.旧作± 1

2.暗緑灰色粘砂

3 1日 作±2
4.淡灰色シル ト細砂混

5.淡緑灰色シル ト細砂混

6.暗灰色粘土シル ト細砂混(植物遺体を含む)

7.灰黒色粘土シル ト微砂混

8.緑灰色粘土 (植物遺体、上面炭化物有)―遺構面ベース

9.暗茶灰色シル ト微砂混―遺構埋上

第53図 南壁土層断面図 (1/40)
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第54図 出土遺物実測図 (1/4)

6.ま と め

本調査地は旧大和川のひとつである古玉串川の西岸約50mの地点に位置している。にもかかわらず、

中世の遺構面が依存していることが判明した。今後、河サ||の変化をとらえる上での資料が得られたものと

)=Ξ

思う。
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12.中 田遺跡 (1999-244)の 調査

1.調 査 地 :刑部 3丁 目81番 2

2.調査期間 :平成 12年 2月 22日

3.調査方法

施工予定地の中央付近に2.5m四 方の調査区を設定し、地表下 1.9m前後まで調査を行つた。

4.調査概要

地表下0.34～ 0。 5mで土師器片、須恵器片、瓦器片をやや含む灰褐色粘質土層 (3-B層 )を確認 した。

またその下の地表下0.5～ 0.66mで土師器片、須恵器片、弥生式土器片 (1～ 3他 )を密に含む灰褐色粘

質土層 (3-C層 )を確認 した。3-C層 は 7世紀代の須恵器・土師器片や弥生式上器片を含むが、中世ま

で下る可能性のある包含層である。

さらに3-C層 直下の褐色斑淡灰色粘土層 (4層 )上面、TP+9.34m前後で東西方向の溝状遺構を検出

した。検出長1.7m、 最大幅1.22m、 深さ0,2mを測る。埋土は褐色斑灰色粘砂層 (①層 )、 灰色微砂質粘土

層 (②層)で ある。埋土内には土師器片 (5～ 7他 )、 須恵器片 (8。 9他 )、 埴輪片 (10)、 弥生式上器片 (11他 )、

砥石 (12)等が含まれていた。出土した上師器、須恵器から7世紀代の遺構 とみられる。4層からは土師器

片、須恵器片、弥生式上器片が出土している。さらにこの下については地表下1.9m前後まで下層確認を

行つたところ、地表下1,3mま では粘土層、粘砂層 (5～ 8層 )が堆積 し、これ以下は自然河サIIを 起源 とす

るとみられる褐灰色粗砂層 (9層 )、 灰色微砂層 (10層 )の堆積 となる。このうち褐色斑灰色粘砂層 (7層 )

からは弥生時代とみられる土器片が 1点出土した。また褐色斑淡暗灰色粘砂層 (8層 )か らは、弥生時代中

期の上器片 (4他 )が少量出土した。

今回の調査区では 7世紀代とみられる遺構面と中世の包含層を確認 した。また下層では弥生時代中期

とみられる包含層を確認 した。7世紀代の遺構の埋土及び中世の包含層からは弥生式土器片が出上して

いることから、弥生時代の包含層を削平して後世の遺構が構築されている可能性がある。また遺構埋土内

から朝顔形埴輪片 (10)が 1点出土している。これは川西編年Ⅲ期に位置付けられるとみられるものであ

る。周辺に古墳時代中期の古墳が存在 していた可能性がある。 (吉 田野乃)

第 55図  調査地周辺図 (1/5000)
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第56図 調査区設定図 (S=1/500)

溝状遺構埋土(須恵器片、土師器片、弥生上器片含む)

①層 褐色斑灰色粘砂層(黄灰色砂混)

②層 灰色微砂質粘土層

調査区土層断面図 (1/40)
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第58図 調査区平面図 (1/40)
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13.中 田遺跡(2000-91)の調査

1 調 査 地 :刑部 4丁 目37番地の一部

2.調査期間 :平成 12年 5月 24日

3調 査方法

分譲住宅建設に伴い、浄化槽設置部分 (東西 lm。 南北2m:調査面積約 2r)について、地表下約1.5mま で

遺構確認調査を実施 した。

4.調査概要

現地表面 (T,P.十 H.5m)か ら地表下O.4mま では盛土層が続 く。以下地表下0,75mか ら地表下0.9mまで

の層厚約 0。 15mの 暗茶褐色粘質土層 (4層 )が遺物包含層 となり、土師器・瓦器。須恵器の小片が出土してい

る。そ して、地表下 O。 9m付近(T.P.■ 0,7m)が奈良時代～中世頃の遺構面となると考えられる。今回の調

査区内では、北から南に向かつて緩やかに傾斜する遺構埋土と考えられる暗茶褐色炭混粘質シル ト層 (5

層)が広が り、奈良時代の土器の破片が多数出土している。土器を廃棄した溝又は土墳の一部と考えられ

る。ただ し、この層に対応するベース面は確認できなかつた。

以下、地表下lm～ 1.3mの暗茶灰色粘質シル ト層 (6層 )で も土師器細片が少量出土しているものの顕

著な遺構等は確認できなかつた。

5.出上遺物

主な出土遺物は、遺構埋土となる5層 から出土 している。図化できたのはすべて破片で、土師器10点が

ある。これ らは、小片ながら奈良時代の遺物を中心としている。(1)～ (8)が 5層の遺物で、杯A(1)、皿 (2・

3)、 鉢 (4)、 壺 (5)、 碗 (6)、 甕 (7・ 8)が あり、器種構成は豊富である。また4層 の遺物包含層からも、同時期の

鉢 (9)、 壺 (10)の破片が出土している。

6.ま と め

調査面積は狭小であつたが、出土遺物から奈良時代の遺物包含層。遺構面が、調査地周辺に広がると考

えられ、該期の遺構の存在等を含め今後の調査においても注意すべきであろう。 (藤井)
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第 60図 調査地周辺図 (1/5000)
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14.弓 削遺跡 (1999-429)の調査

1.調 査 地 :志紀町南 4丁 目204

2.調査期間 :平成 H年 12月 15日・平成 12年 4月 17日・24日

3.調査概要

自動車教習所建設工事に伴い、建築範囲の東西 2箇所について調査区(3m× 3m:第 1区・第2区 )を設

定した。さらに、浄化槽設置箇所の南北 2箇所 (第 3区 。第4区 )について2.5m× 2.5mの調査区を設定し、

遺構確認調査を行つた。後 日、浄化槽設置時に上層等の確認を行つた。現地表は、平均 してT.P.+14.5mを

測る。

第 1区 調査地の東側に設定 した調査区である。地表下2.Om前後において河川堆積層を確認できるも

のの、遺構・遺物は確認できなかつた。以下、地表下2.65mか ら3.15mに かけての (層 )か ら弥生土器や須

恵器が出上している。上層に古墳時代後期の遺物包含層があると考えられる。特に、地表下2.75mか ら3.0

m付近には完形品を含む弥生時代後期の弥生土器が集中してお り、溝内の土器集積の一部と考えられる。

コンテナ1箱分が出土している。

第 2区 第2区 は、第1区の西側約 8mの地点に設定した。第1区 と同様に地表下2.Om付近に河川堆積層

を確認できる。以下、地表下2.65m～3.lmが遺物包含層 となる。ここからは、須恵器を中心にして、土師

器、弥生土器の破片が出土している。但 し、遺物は第1区に比べて少量であつた。おそらく、遺物包含層上

面に古墳時代後期頃の遺構が形成 されていたものと思われる。しかし、第 1区で確認 した弥生時代後期の

遺物包含層は確認できなかつた。以下、地表下3.lmから河川堆積層 となる。

第 3区 第3区 は、浄化槽設置箇所の南端に設定した調査区である。地表下1.4mま では盛土層が続き、以

下、洪水砂直下の地表下1.8m付近で、調査区中央に直径約 lm、 深 さ約1,lmの円形状の掘 り込みが見 ら

れた。おそらく、素掘 りの井戸であろう。出土遺物はなく、時期は不明であるが中世以降のものであろう。

さらに、地表下2.65m～ 2.9m付近の暗灰色粘土層が、古墳時代中期の須恵器、土師器を含む遺物包含

層 となる。そして、地表下2.9mの緑灰色粘土層上面で、土墳を1基検出している。

調査区南東隅では、ほぼ同一レベルで家形埴輪、円筒埴輪、須恵器が出土している。調査区内では当初、

ｇい一【一

第 64図 調査地周辺図(1/5000)
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第65図 調査区設定図 (S=1/1600)

家形埴輪の屋根部分のみが出土してお り、家形埴輪の基底部分が調査区外の南側に広がったため、埴輪に

伴 う遺構の範囲は確認できなかつた。その後、家形埴輪の破片を確認するため一部、調査区南側を広げる

と、家形埴輪が、ほぼ完形の1個体で、基底部が樹立したままで出土している。家形埴輪の内部にはこぶし

大の石が 1個 置かれていた。遺構埋土らしき周辺の上層は、暗灰色小礫混粘質シル トであつた。

但 し、この集積周辺では、その他の形象埴輪の出土は見られなかつた。わずかに円筒埴輪 と土師器の小

片が出土 している。家形埴輪は、本来古墳に伴 うものであるが、この調査区から北側の浄化槽設置部分に

かけても、古墳に関連するような遺構や埴輪は確認できず、古墳が存在 していた場合、調査区南側に広

がつている可能性が高い。

以下、地表下3.4m付近まで、顕著な遺構。遺物は確認できなかった。

第 4区  第 4区は、浄化槽設置箇所の北端に設定した調査区である。地表下1.8m～2.Omに洪水砂が見

られ、以下第3区の遺物包含層に対応する層が地表下2.61こ 5m～ 2.8mに確認できるものの、土師器、須

恵器 の小片がわずかに見られる程度であつた。また、埴輪等の出土は見 られなかつた。北に向か うにつれ

て該期の遺物包含層が少なく、遺構の広が りの中心は東側 となつていることが分かる。

4.出土遺物

1～ 17は第 1区 の出土遺物で、すべて弥生時代後期の溝内土器集積の遺物である。1～ 8は甕 (1～ 4:

口縁部・5～ 8:底部)で ある。外面はタタキ調整でやや長胴化 している。9。 10は高イの不都、11～ 15は壺

(11:直 日壺。12:広 口壺。15:小型壺)の破片である。16は高杯脚部、17は甕底部の破片である。

18。 19は第 2区の遺物包含層の出土遺物で古墳時代中期の須恵器杯身の破片である。

20。 21は第 3区の遺物包含層の出土遺物で20は須恵器イ身、21は小型壺の破片である。22～ 27は、第 3

区の埴輸集積の出土遺物で家形埴輪 (22)、 円筒埴輪 (23。 24)で ある。家形埴輪以外はすべて破片である。

家形埴輸の詳細は次章に記載 している。25の須恵器高杯は破片ながら5世紀後半のもので、家形埴輪の時

期を考える上で指標 となろう。26は高杯の脚部の破片である。また、23,24の円筒埴輪についても、図化で

きたものの、小片で、外面が摩滅 してお り調整は不明である。図化できなかつたもので、一部ヨコハケやタ

テハケ調整のものがあることから、川西編年のⅣ期末～V期であると考えられ、須恵器の年代とも一致す

□
囲
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第66図 浄化槽設置部分調査位置図 (1/200)

<第 1区 >                         <第 2区
T. P +145mT. P +145m

T P. +13.5m

+125m

+115m

O.盛土

1黒灰色砂質土

2淡灰色微砂

3灰褐色微砂混土

4.灰色粘質土 (Fe混 )

5.灰色粘質土

6灰色砂混粘質土

7灰色砂混粘上 (や や暗)

8暗灰色砂混粘土

9,暗灰色小礫混粘質土

10.暗灰色小礫混粘質土 (や や淡)

11.灰色シル ト混砂質上

T, P, +1ュ5m

T. P +12.5m

T. P +11.5m

T. P.

T P

:洪水砂

弥生土器出土層

第67図 土層断面模式図 (S=1/40)

0.盛上

1.黒灰色微砂質土

2青灰色微砂

3青灰色微砂 (Fe混 )

4淡灰色砂質上 (Fe混 )

5.灰色粗砂

6.灰色微砂混シル ト

7青灰色粘土

8暗灰色小礫混粘土

9淡灰色細砂混シル ト

10.灰色粗砂

)洪
水砂

:逮物包含層

:河川推積

<第 2区 >
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 ):井
戸埋土7.浚褐色微砂

8.淡褐色細砂

9.灰掲色砂混粘質土

10.灰 色微砂シル ト

11.青灰色粘土

12暗灰色粘土

13.緑 灰色粘土         
・遺物包合層

14.暗灰色炭混粘土(緑色シ)レ ト混): 土壌埋土

O盛土

].暗灰色粘砂

2.淡青灰色粘性シル ト

3.淡灰色微砂

4.青灰色褐灰色粒混粘質土

5褐灰色微砂

6.灰色微砂混シル ト

7.灰色粘質シル ト

8.灰色粘土質シル ト(や や嘲
9灰色粘土質シル ト

10灰色粗砂混シル ト

11灰色粗砂

<第 4区 >

キ
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キ
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:遺物包含層
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第68図 土層断面模式図 (S=1/40)
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る。27は、家形埴輪の内部から出土 した長辺約 12cmの 石である。加工痕等は確認できなかった。

28～ 31は、浄化槽設置時に調査 した土層確認 トレンチで出上した遺物包含層の遺物である。すべて弥

生土器の細片である。第1区で確認 した遺物包含層に対応すると考えられるものの、出土遺物はわずかで

あった。

5.弓 削遺跡出土家形埴輪の検討

1)家形埴輪の概要

平側 2間、妻側 2間の切妻造の高床式家形埴輸である。平行きは裾廻突帯部で32.8cm、 妻行きで27.7cm

である。屋根残存部を含めた大きさは、平行きで40,7 clll、 妻行きで 29.7 clll、 高さ38.4 cmで ある。

妻には破風板を持ち、正面向かつて左側には桁の表現があるが、右側にはわずかにその痕跡らしきもの

を残すのみである。上部右側には入 口を方形スカシ孔で表現 している。また、棟持柱を 2本の線刻で表現

し、左右対称に綾杉文を施す。ただし、右中央の綾杉文だけは反対方向に線刻 されている。外面は縦方向の

ハケで調整されている。

屋根部は横方向のハケを施 し、破風板部分はその外縁に沿つてハケを施す。また屋根の中程に横方向に

半綾杉文 (註 1)を 、その上半部には綾杉文を線刻 し、押縁 と棟帯を表現 している。

内面は縦方向のユビナデを基調に調整 されているが、一部板ナデや縦方向のハケが見られる。また、軸

部 (註 2)と 屋根部の接合にはユ ビナデ とユビオサエを併用 している。

表面には赤色顔料の塗布が見 られ、正面向かつて左側の屋根部に顕著に残つている。

焼成は土師質であるが比較的良好で硬質である。色調は浅黄橙色を呈し、屋根部はにぶい橙色を呈す

る。胎上には長石・クサ リ礫・金雲母・黒雲母・石英を含む。

2)製作技法について

軸部は 4～ 5 cmほ どの粘土帯を積み上げて成形 (註 3)しているが、四隅には粘上の補充痕が顕著に

残つているため、粘土組でつ くつた粘土板を組合せ、コーナー部分で張 り付けた可能性が考えられる。外

面は成形段階でタテハケ調整を施 し、3～ 3.5cmの裾廻突帯を張 り付けた後に、2次的にタテハケ調整を

行つている。裾廻突帯は下部に粘上を補充 し、上部はナデツケによつて接合 されている。

背面右柱部分にはヘラ状工具による切 り込みが見られる。これはスカシ孔を穿孔する際にあやまって

切 り込んだものと思われる。

軸部と屋根部は「一括成形技法」(註 4)で接合されている。

屋根部の閉塞技法は、その大半を久失してしまっているため不明である。破風板は屋根部を取 り付けた

後、その上部に乗せる形で接合 している。その後に棟木を接着 している。

屋根部の重みによつて全体的に正面側へ傾いている。正面中央の柱が内傾 して、左平側の右柱も内傾 し

ていることがわかる。

家形埴輪基底部底面には、藁のような植物痕と砂粒が付着 した痕跡が認められる。このことから製作台

からの離脱材 として植物 と砂が使用 されていたことが想起される。

3)検討

出土状況が判然としないが、左平側に赤色顔料が顕著に残るため、左平側を下にして転落したか、先に

埋没 したことが考えられる。

今回出上した切妻造高床式家形埴輪の類例としては、管見によると大阪府玉手山 1号墳。同府亀井遺

跡。同府土室遺跡。同府岡山南遺跡・奈良県赤土山古墳・同県室宮山古墳・鳥取県長瀬高浜遺跡・福岡県月

ノ岡古墳・宮崎県西都原169号墳 (註 5)が ある。いずれも西 日本に見られる形式であることが うかがえよ

う。

また弓削遺跡のような低平地から出上したことについても、今後中河内における埴輪祭祀を考察する

上で貴重な資料 と言えよう。
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註)1 ちょうど綾杉紋を半哉したような表現であるため、便宜上「半綾杉文」としておく。

2 青柳泰介 1995「特別寄稿 家形埴輪の製作技法について」(『 日本の美術 5 No.348 家形はにわ』所収)

3 赤塚次郎 1979「 円筒埴輪製作覚書」『古代学研究』90

4 青柳 1995(註 2)

5 九州前方後円墳研究会 2000『 九州の埴輪その変遷と地域性 ―重形埴輪・円筒埴輪・形象埴輪・石製表飾―』

西都原 169号墳出土とされているが、170号墳との帰属関係が不明とされている。

4)弓削遺跡出上の家形埴輪の表面に見られる砂礫 (奥 田 尚)

家形埴輪の表面に見られる砂礫を裸眼と倍率30倍の実体顕微鏡で観察 した。観察結果 と砂礫の採取推

定地について述べる。

埴輪の表面に見られる砂礫

構成砂礫種は岩石種 として花蘭岩、流紋岩、砂岩、チャー ト、火山ガラスであ り、鉱物種 として石英、長

石、黒雲母、角閃石である。花闘岩は灰 白色、粒形が角、亜角、粒径が0.5～ 6mm、 量が僅かである。石英。長

石・黒雲母・石英・長石が噛み合つている。流紋岩は灰色で、粒形が円、粒径が0.7mm、 僅か 1個確認できた

のみである。ガラス質で、溶結が顕著な石である。砂岩は茶褐色で、粒形が亜円、粒形が5mm、 僅か 1個のみ

確認できた。細粒砂からなる。チャー トは灰色、暗灰色で、粒形が亜角、亜円、粒径が0.5～ 6 mm、 量がごく

ごく僅かである。火山ガラスは無色透明、貝殻状で、粒径が0.5mm、 量がごく僅かである。石英は無色透明、

粒形が角、粒径が0.2～ 1.5mm、 量が中である。複六角錐あるいはその一部が認められる石英がごくごく僅

かにある。長石は白色、灰 白色で、粒形が角、粒径が0,1～ 5mm、 量が中である。黒雲母は金色、板状、粒状で、

粒径が0。 1～ 2mm、 量が僅かである。角閃石は黒色、粒状で、粒形が角、粒径が0.1～ 0.3mm、 量がごくごく僅

かである。

砂礫種構成からみれば、花蘭岩質岩起源の砂礫を主とし、流紋岩質岩起源。閃緑岩質岩起源 と推定され

る砂礫、チャー トや砂岩起源 と推定される砂礫を僅かに含む砂礫である。また、長石が比較的多い。類型区

分によれば、lb dg類型に属するものである。砂礫相を考慮 して、砂礫の採取地を推定すれば、藤井寺市

の上師里東方から飛鳥川 との合流点までの石川の川原の砂礫に酷似 している。土師の里遺跡付近の埴輪

や埴輪窯か ら出上している埴輪の中にも砂礫構成が酷似するものがある。

6.ま とめ

今回の調査地は、弓削遺跡の西端に位置 している。調査地の南側には、小釦鐸の出上した本郷遺跡に隣

接 してお り、該期の集落の広が りを考える上でも重要となる。第1区でのみ多数の弥生土器の出上してい

ることから、この範囲に弥生時代後期の集落が広がっていることが予想 され、集落西端であることを示 し

ている。おそ らく、出上 した土器は溝内に廃棄された土器である可能性が高い。これは、第 2～ 4区では

顕著な弥生土器が出上 しなかったことからも明らかである。

そして、今回出上した家形埴輪は、共伴する埴輪や・須恵器から古墳時代後期 (5世紀後半)の もので、胎

上分析の結果から、古市古墳群の上師の里周辺で製作された可能性が高い。このことは、地表下3.Om前

後に埋没 した良好な依存状態の古墳の存在が指摘できるとともに、弓削遺跡内及びその周辺でも埴輪の

出土 (人尾市教育委員会1999)が散見できることから、今後低地における該期の形象埴輪を伴 う古墳群の

存在、分布の広がりには注意すべきである。

なお、「5.弓削遺跡出上の家形埴輪の検討  1)～ 3)」 については、近畿大学大学院生 島田拓が記述

した。

「4)弓削遺跡出上の家形埴輪の表面に見 られる砂礫」については、奥田尚氏に家形埴輪を観察 して頂

き、分析結果についての玉稿を賜つた。
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blo 出土地点 器 種 法量 (cll) 調整・形態等の特徴 色調 (上 :外面、下 :内面 ) 焼成 胎 土 備考

1
再1区

L器集積
弥生土器

甕

日径)155
残存高)92

外面)ハケ・タタキ・ヨサデ・タタキ後ナテ・

内面〕ヨヨナデ・ハケ

5YR6/41こ デドい4.X

5YR6/4に ぶい権～黒
良好 密

2
書1区

十果 色 篇

小生 土器

衡日縁 ～ 肩 部

日径)174
残存高)52

外面)ヨ サテ
・・タタキ

内面)コサテ
｀
サテ

｀
iYR7/6種 と
十YR7/6瘤笠

硬 粗

3 再1区

十器隻宿
小生 土器
恋口縁 ～ 漕獣

日径 )

残存 )

5

1

タトロ写)ヨヨナテ
ヾ
・タタキ・ナテ

財可ここ)ヨコナテ
｀
・ヘラナテ

｀
YR6/6れ占
YR7/41こ )|い主鬱

硬 粗

4 君1区

十界 室 藉

弥生土器
甕口縁～体部

日径 )

残 存 )

2.4

05
タトここ)ナテ

'・ タタキ
げ可ここ)ナテ'・ ハケナテ

｀ ' 5YR6/4 1こ 要|いお缶

' 5YR6/4 に娑|い屯缶
曽
硬

粗

再1区
■哭 色 繕

小生 土器

密庫欺

底径)4.0
残存高)54

外面)′ ケヽ'タタキ
,司 ここ)ハケナテ'

た5YR6/6布 &
7 5YR6/41こ 妄Sいお&

硬 斡
知

密1区

L器集積南西隅
弥生土器
甕底部

底径)46
残存高)45

外 面 )′ ケヽ・タタキ

伊¶屁言ヽ ハオ十子・
1 5YR6/6お陛

' 5YR6/41こ 要ヽいオ曹
硬 密

7
密1区土器集積
上器集績南西隅

ホ生 土器

密度蔀

底径)44
残存高)26

外面)タタキ・′ヽタ

内面)′ ケヽ

YR6/4十三ぶいオ登
5YR6/3 1こ メドヤヽ甜島

硬 斡
密

将1区土器 集 積
十里色 楚 苗両 隠

小生 土器
哲席獣

属 径 )40
残 存 高)21

外面)タタキ

財可こご)ハケナテ

OYR7/3に ぶい黄橙
iYR6/21こ ジ|い対鬱

硬 密
利面スス

付着

零1区

上器集積

小生土器

罰イ杯部

日径)228
残存高)47

タト[耳)タテフテロ句ヘラミがキ・ヘラミカ
｀
キ・ヨコナテ

内面)ヘラミカ
｀
キ

ア.5YR6/41こ デヽい車&
7 5YR6/41こ デ|い市許

硬 密

宅1区
十巣 色 籍

小生 上器

訂抹

日径)218
残存高)115

外面)ミがキ

内面)タテ方向ナテ
｀
・ミカ

｀
キ

NR5/6明赤褐
た5YR5/6明 赤褐

幹
軟

狙

11
窮1区

上器集積
小生土器

主日壺

日径 )112
底径 )36
溝 た 言 ,ヽnn

|タトロ写)ヨヨナテ
｀
・ヘテナテ・・ナテ

｀
・ハケメ

1内面)ヨコナテ
｀
後ヘラナデ・指押え痕・ハケナテ

ア.5YR6/6れ豊
「 5YR6/6れ登

幹
硬

螢
粗

窮1区

十界 室 藉

小生土器
A口 重回縁部

口径)170
残存高)6.0

iタトここ)タテ′ヽケ・ヨコナテ
｀

財司〒耳)ヨコナテ
｀
・ハケそ盗ヘラミがキ

「.5YR6/41こ 要ヽい増監
OYR7/3 にどヽいおξ廂許

や や

散 昔
粗

勺面朋

寸着

零1区

上器集積下層
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10YR5/3に ぶい黄橙
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窮1区
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ロクロナテ'・ ケス')

ロクロナテ
｀

「.5YR6/1
「 5YR6/1

灰
灰

褐
褐

頂 密

零3区
莉を手層

頁恵 器

不身

日径)11.5
残存高)43

面
面

外
内

ヘラケス リ。ロクロすテ
ロクロすテ

｀
〈7/0灰 臼～黒
¶7/0灰 白

硬 密

需3L
ヨ含層

上師器

卜型重 口縁

日径)78
残存高)38

面
面

外
内

ヘラミカ
｀
キ・ロクロナテ

ロクロナテ
｀

た5YR5/3に ぶい褐～灰 白
[ 5YR5/3 1こ 翼ドい宰島

惜
顧

密

霜3区

直輪集積
薬形埴輪

面
面

外
内

ハケ
ユビオサエ・ナブ

10YR8/3浅黄橙色 (内外
面とも)

頂 密
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豊
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粗
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出土遺物観察表
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15.弓 削遺跡(1999-524)の調査

1.調 査 地 :志紀町南 3丁 目173番地

2調査期間 :平成 12年 2月 1日

3.調査方法

共同住宅建設に係る事業計画地に 2m× 2mの調査区を 2ヶ 所 (第 1区、第 2区 )と 3m× 3mの調査

区を lヶ 所 (第 3区 )を設定し、重機および人力を併用して地表下約2.3～ 2.6mま で層理にしたがつて掘

削を行い遺構、遺物の検出に努めた。現地表はT.P,+14.Om前後である。

4.調査概要

1)基本層序

基本層序は以下のとお りである。①盛土 (層厚0.6～ 0,75m。 )② 旧作土 (層厚0,15～ 0。 2m。 )③ 暗

緑灰色シル ト微砂混じり(層厚0,lm。 グライ化の顕著な旧作土の床土)④ 淡緑灰色シル ト～黄灰色シ

ル ト細砂混 じり(層厚0.1～ 0.2m。 西に向か うにつれ、グライ化が進み厚く堆積する。 ⑤灰色粘質シル

ト(層厚 0,1～ 0,15m。 酸化鉄分を少量含む。古墳時代の包含層である。)⑥ 暗茶灰色粘土シル ト(層厚

0,15～ 0,3m。 西側で層が厚くなる古墳時代の遺構面である。)⑦ 暗灰色粘土シル ト(層厚0.2～ 0,4m。

西側では炭化物を薄く含む。弥生時代後期の遺構面となる。)③ 暗灰色粘土 (層厚0.35m。 南側で確認 さ

れた。弥生時代後期の遺構面となる。)③ 淡オ リーブ灰色シル ト(0。 15m以上。全調査区でみられた。無

遺物層である。)

④層上面ではきれいな⑩層または⑩'層 のような砂あるいはシル トが切 り込んでいる様子が 2区、3

区で確認 されたが、砂層中にはラミナなどは見られず、河川による堆積 とは考えにくい。時期は明確にで

きないが近世以降に据肖Jさ れた遺構 と思われる。

古墳時代

2)検出遺構

古墳時代中期の溝 (第 1区)と 弥生時代後期の溝状遺構 とピット(第 1区 。第 3区 )、 落ち込み (第 2区)を

検出し、弥生時代中期の遺物が出土 (第 3区 )した。

と
|‖
α
ll

調査地

る

。 的

。
1岡

第72図 調査地周辺図(1/5000)
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第 1区、地表下1.6m(T,P.+12.6m)の暗茶灰色粘土シ

ル ト上面で南北方向の溝を検出した。西肩のみ検出したた

め全容は不明である。長 さ2m以上、幅0.35m以 上、深 さ

0。 12mで、灰色礫混じり粘土を埋土とする。埋土上面でV期

の円筒埴輪片 (1)や須恵器片が出土した。

弥生時代後期

第 1区では地表下2.Omで土坑とみられる遺構 とピント

を検出した。土坑は調査区外にひろがり、西肩のみ検出した

ため平面形態は不明である。東西長0.62m以 上、南北長 1.1

m以上、深さ0.29mを 測る。埋土は暗茶灰色シル トで、甕の

日縁部 (2)や底部 (3)、 石器剥片 (4)な どが出上している。

また、調査区西側には東西幅 0。 35m以上、南北幅0,95m

以上の範囲で厚 さ0.03mほ どの炭化物の広が りを確認 し、

直径 0,07～ 0。 lm、 深 さ0,lm程度のピットを 3基検出し

た。埋土は灰色砂混シル トで、遺物は出上していない。調査

区外に続いていくとみられるが、その性格は不明である。

第 3区 南壁 第 2区 北壁

第73図 調査位置図 (1/800)

10'.明 灰白色シル ト

11.灰黒色粘質シル ト (溝状遺構埋上 )

12.暗黄緑灰色シル ト粘土

13.灰色礫混粘土シル ト

14暗茶灰色シル ト (上砿埋土 )

0       1m

⑫

O盛土

1.旧 耕作土

2.暗 緑灰色粘質シル ト 微砂混

3淡緑灰色シル ト～黄灰色シル ト

3上暗緑灰色シル ト 細砂混

4暗緑灰色シル ト

4'淡灰色シル ト

5.灰色シル ト粘土

6暗茶灰色粘土シル ト

7暗灰色粘土シル ト

細砂混     8暗 灰色粘上

9淡オリーブ灰色シル ト

10灰白色細砂

第74図 上層断面図 (1/60)

第75図 弥生時代後期遺構面平面図 (1/40)

第 1区 北壁

第 3区 第 2区
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第 2区では地表下1,73mで落ち込みとピットを検出した。落ち込みは湾曲しながら東西方向にひろが

る。落ち込み内の埋土は上部の堆積層である淡茶灰色粘土シアレトであることから、人為的に埋められたも

のとは考えられない。このような状況を呈しているためあるいは落ち込みとするよりも北側に高くなっ

ていることが想定される。ピットは落ち込み部分に6基検出され、直径 0.06～ 0.15m、深 さ0.05～ 0.12

mで埋土はいずれも暗黄褐色粘土シル トである。堆積層である淡茶灰色粘土シル トから弥生時代後期の

甕 (5・ 6)、 高杯 (7・ 8)な どが出上している。

第 3区では地表下1.85mで溝状遺構を検出した。北西一南東方向に伸びてお り、南肩のみ検出した。検

出長1.85m、 検出幅 0。 9m、 深 さ0.22mで ある。埋土は灰黒色粘土シル トで、ヘラ状工具による沈線を施

す垂下口縁の壺 (9)、 甕底部 (10)な どが出土している。

弥生時代中期

遺構を検出することはできなかったが、全調査区で遺物が出土した。なかでも第 3区では地表下約2.1

mにある暗黄緑灰色シル ト粘土から多くの遺物 (11～ 17)が 出上している。上下に肥厚する口縁に加飾す

る壺 (11・ 12)や 日縁を屈曲させ、体部をヘラミガキする甕 (16・ 17)が ある。しかし、全体的に後期の遺物と

比較すると摩滅が著しく遺存状態は不良である。

遺構に伴わない遺物

第 1区では⑥層から弥生時代後期の高不の不部(18)や脚裾部 (19)、 ⑦層からは凹線文が施された器台

の脚部 (20)が 出上している。

第 3区では⑫層から(21～ 32)が 出土している。壺では短く垂下した日縁に波状文と円形浮文で日縁端

部を加飾 した (21)、 ややばつて りと下方に肥厚する口縁部の (22)が ある。底部は外面にヘラミガキを施

した (23)が ある。甕では全体的に薄手で短い口縁端部を「く」の字上に屈曲させた (24)以外は緩やかに外

反する口縁部をもつもの(25～ 28)が 多くを占めている。底部 (29～ 32)は端部が突出するタイプとしな

いタイプがある。また高郭は日縁のみ (33・ 34)で あるがいずれも外反するしながら斜め上方にのびるも

のである。

このように⑫層出土遺物は若干弥生時代中期の上器が含まれるが、大半は後期に属するものであった。

5。 まとめ

本調査地では古墳時代後期の埴輪と土器、そして弥生時代後期の遺構、中期の上器が出上した。古墳時

代の遺物、なかでもV期の埴輪は平成10年度に本調査地の南隣で当教育委員会が行つた調査でも出上し

ている。ただし、後世の上層からの出土とされている。今回、埴輪は溝状遺構の上面見つかつてお り、ある

いはこれは周溝が埋まった状態 とも推定される。実際、この後に (財 )人尾市文化財調査研究会が調査を

行つた結果多くの円筒埴輪や蓋形埴輪が出上した。調査地は旧大和川の後背湿地に位置し、埋没古墳が存

在 していても不思議ではない。しかし、教育委員会はグリッド調査 (2m× 2mを 13箇所)を指示 したた

め、埴輪が出土する以外不明である。

弥生時代後期については遺構面の存在が確認できたが、中期は面として調査することはできなかつた。

遺物も後期の上器 と混在 して出土してお り、後期の遺構面と差がないのかも知れない。この点は今後の調

査の結果を待ちたい。 (清 斎 )
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家形埴輪全景

家形埴輪内面
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家形埴輪製作時の切 り込み
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